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第１章  はじめに 
 
Ⅰ 問題提起 
 
本論文の課題は，Marsh(1850a)及びMarsh(1850b)をはじめとする C. C. Marshの一連
の著作を手がかりとして，Marsh の単式簿記及び複式簿記における会計的認識と測定の構
造を明らかにすることにより，企業会計を支えている簿記構造の特色を明らかにすること
にある。 
近年の企業会計の国際的調和化の潮流の影響で，わが国でも制度化されているキャッシ
ュ・フロー計算書や株主資本等変動計算書などの新たな財務諸表により，従来よりも多く
の会計情報が提供されるようになった。 
キャッシュ・フロー計算書を例に挙げると，直接法表示によるキャッシュ・フロー計算
書の特徴として，「…『キャッシュ・フロー計算書』という表題のもとに，その財務表に提
示される会計情報がキャッシュという特定の資金形態だけに係わるということを明らかに
したうえで，当該形態の資金フローの源泉面に係わる情報が示されている」(佐藤・佐藤
2000，32‐33)ことが挙げられる。 
それに対し，間接法表示によるキャッシュ・フロー情報は次のような特徴を有している。 
「…間接法情報は，資金形態面としてのキャッシュと資金源泉面としての収益・費用と
の間の差異分析結果を示す『資金差異分析情報』とも言える内容のものとなっているので
ある。(中略) 
 したがって，間接法が選択適用されて作成されたキャッシュ・フロー計算書は，キャッ
シュ・フロー計算書と銘打っているものの，その『営業活動によるキャッシュ・フロー』
の区分(小計以前の部分)にはキャッシュ・フローそれ自体は示されないことになる。そこ
に示されているのは，当期純利益を起点とした調整計算プロセスおよびそこから算出され
た圧縮情報(純額情報)としての正味キャッシュ・フロー額にほかならない。」(佐藤・佐藤
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2000，36) 
 しかし，現在の資産負債観においては，基本的財務諸表の体系的な位置づけが誘導法に
基づく現行の企業会計の測定構造の中で明解に説明されているとは必ずしも言えないよう
に思われる。そのため，基本的な会計構造を「資金的 2勘定系統説」ないし 2重分類的複
式の様式の文献にさかのぼって論ずる意義があり，その手がかりとして Marsh の一連の
著作が有用であると思われる。 
そこで，本論文においては，Marsh の一連の著作を手がかりとして，Marsh の単式簿
記及び複式簿記における会計的認識と測定の構造を明らかにすることにより，企業会計を
支えている簿記構造の特色を明らかにしていきたい。 
 これまでの研究においては，Marsh の単式簿記及び複式簿記に関する著書に関しては，
小林(1875)及び小林(1876)の底本となったMarsh(1871a)及びMarsh(1871b)を取り上げた
ものが多かった。それらの多くでは，小林 (1875)及び小林 (1876)の出版の経緯や，
Marsh(1871a)及び Marsh(1871b)または小林(1875)及び小林(1876)で説明されている帳簿
や決算書の内容について述べられているものの，Marsh の会計的認識及び測定の構造につ
いてはあまり解明されていないように思われる。 
 本論文では，これまでほとんど取り上げられてこなかった Marsh(1850a)及び
Marsh(1850b)を考察の中心としている。1850 年頃の米国は，カリフォルニアの金鉱発見
や鉄道業の発展そして証券市場の活況など，経済が着実に成長していった時期であった。
しかし，そのような中，工業においては原料・資材の価格が高騰する一方で，1856年のク
リミア戦争の終結をきっかけに穀物価格下がり始めるなど，景気の先行きが不安定となり，
ついには 1857 年恐慌が起こってしまう。このように 1850年代の米国は経済が大きく動い
ており，それに合わせるかのように Marsh の著作は何度も増補改訂がなされているので
ある。 
そこで，本論文では Marsh の一連の著作における記帳方法の変遷を通して，当時のア
メリカの経済状況と照らし合わせ，当時のアメリカの会計情報利用者のニーズがいかなる
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ものであったかを明らかにしつつ，企業会計を支える簿記構造の特徴を明らかにしていき
たい。 
 
Ⅱ 考察対象と分析視角 
 
 本論文では，Marsh(1850a)及びMarsh(1850b)をはじめとする，単式簿記及び複式簿記
に関するMarshの一連の著作を考察対象とする。 
まず，著者である Marshについて紹介したい。Christopher Columbus Marsh(1806～
1884)は，米国の初期の会計士(1)である。Marsh は，ニューヨークで会計士業務及び簿記・
商事事務の指導を行う傍ら，1830年代から 1880年代にかけて単式簿記及び複式簿記，ま
たは銀行簿記に関する著作など，数多くの著作を記した(2) (西川 1972，263)。特に，単式
簿記及び複式簿記に関する著作は，50年以上にわたり改訂や増補，増刷され，またスペイ
ン語にも翻訳された。 
わが国では，明治 5年に学制が頒布され，小・中学校，師範学校の教科目「記簿法」の
教科書としてMarsh(1871a)及びMarsh(1871b)が選ばれた(3)。これらは，文部省六等出仕
であった小林儀秀によって翻訳され，Marsh(1871a)は『馬耳蘇氏記簿法』というタイトル
で，文部省より明治 8 年(1875 年)3 月に第 1 巻が，同年 10 月に第 2 巻が刊行された(4)。
また，Marsh(1871b)は，明治 9年(1876年)9月に『馬耳蘇氏複式記簿法』というタイトル
で，上・中・下の 3 巻に分けて文部省より 1,500 部刊行された(5)。その後これらの教科書
は一般に翻刻が許可され，各地の書店で翻刻された結果，全国に普及した。主に学校教科
書として用いられたが，商社においても多少は用いられた(西川 1979，305‐306)。 
ここで，本論文におけるMarshの著書の位置づけについて，2つの視点から示していき
たい。1 つは，19 世紀の米国における Marsh の著書の位置づけ，もう 1 つは，明治時代
のわが国におけるMarshの著書の位置づけである。 
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① 19世紀の米国におけるMarsh の著書の位置づけ 
 久野光朗氏は，久野(1979)において，ブラウンデイジ(P. F. Brundage)，黒澤清，および
エドワーズ(J. D. Edwards)の 3氏のアメリカ会計史に関する研究業績を整理，吟味，紹介
したうえで，久野氏自身の試案的時代区分を提示している。 
 各氏の時代区分の方法として，Brundage氏が「国民経済的事件を背景にした時代区分」
(久野 1979，227)を，黒澤氏は｢学説史的・文献史的時代区分」(久野 1979，227)を，Edwards 
氏は「公会計史業務を背景にした時代区分」(久野 1979，227)を，そして久野氏は「制度
史的観点からの時代区分」(久野 1979，227)を行なっている。 
 これらの区分は着目点及び 1区分の期間等に相違があるものの，久野氏は「いずれの場
合でも戦争，恐慌，税制などの会計に対する影響が，なんらかのかたちで時代を画するメ
ルクマールになっていることで共通点があることに留意すべきであろう。」(久野 1979，
226)と述べている。 
 それでは，この 4 氏による時代区分と，米国における複式簿記の歴史及び Marsh の著
書が出版された時期を照らし合わせてみることとする。 
 米国における複式簿記の導入は，1700年前後に，当時のイギリス本国で用いられていた
簿記が導入された。当時の米国は原材料の供給と共にイギリスで生産される商品の販路と
されていたため，取引の多くはイギリス本国で記帳され，記録される帳簿もイギリス本社
から派遣された人物によって管理されていたようである(久野 1979，231)。 
 当時の米国における取引は，イギリス本国のスターリングを計算貨幣としていたが，極
端な貨幣不足のため，決済に長期間を有する物々交換が主であった。そのため，当時の簿
記は，当事者間における債権・債務の備忘記録としての役割を担っており，多くの人名勘
定を必要とした(久野 1979，231)。 
 そのような中，1682 年にはボストンで簿記を授業科目に含むパブリック・スクールが設
立されたのを皮切りに，各種の学校で複式簿記が教えられるようになった。19世紀後半に
なると，H. B. Bryant and H. D. Stratton を筆頭とするビジネス・カレッジが多く設立さ
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れ，1880年代までに複式簿記は全国的に普及された(久野 1979，231‐232)。 
 簿記書を見てみると，18 世紀から 19 世紀にかけてはイギリスから多くの簿記書が輸入
されたが，1796年に W. Mitchell によってアメリカ人による最初の複式簿記書が出版され
た。 
 「その後，かかる簿記上の歴史記録と分類記録との間にみられる種々の技術的改善は，
仕訳帳と元帳の多欄化および仕訳元帳というかたちで，いわゆるアメリカ式簿記としての
表式簿記へと発展した。さらに，元帳勘定口座における相手勘定記入の省略，カードやル
ースリ－フを使用した元帳の出現，各種の計算機・事務機械の導入を通じて今日の発展に
つながってくるのである。しかし，かかる発展をもたらした背後には，産業資本の確率過
程から生ずる社会的・経済的要請があったことを忘れてはならない。すなわち，鉄道業そ
の他の大規模企業の形成による所有と経営の分離，各種公的規制委員会の設置による会計
制度の整備，専門的職業会計士団体の設立による普及増進，世界にさきがけて大学教科へ
会計学を加えたことなどをしてきできるであろう。」(久野 1979，232‐233) 
 Marsh の著書が出版されたのは，まさに上記で指摘されている時代である。Marsh の
著作は，1700 年ごろにイギリスより導入された複式簿記が全国的に普及し，米国における
企業が形成され，会計士による会計が出現しようとしていた時期に書かれたのであった。
その功績は，E. G. Folsom，Thomas Jones，Benjamin F. Foster，H. B. Bryant，H. D. 
Stratton，S. S. Packard などの簿記教師，または簿記書の著者と並べられる(Previts & 
Merino1998，75)。 
 19世紀前半においては Thomas Jones や Benjamin F. Fosterによって，19世紀後半に
おいては E. G. Folsom や C. E. Spragueによって「従来の伝統的な暗記原則による複式簿
記の指導を論理的な説明に重点をおいて理論化した」(久野 1979，233)という貢献がなさ
れた。 
そのような中で当時，Marshや Jones が果たした役割は，「伝統的な商人の簿記から『新
興産業や企業経済により適した会計システム』への移り変わり」(Previts & Merino1998，
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78，Sheldahl1988)であったといえる(6)。 
また，Marshの著作は，サンダース(Thomas H．Sanders)，ハットフィールド(Henry  R．
Hatfield)，ムーア(Underhill Moore)による「SHM会計原則」(1938年)や，ぺイトン・リ
トルトン(William Andrew Paton・Ananias Charles Littleton)の「会社会計基準序説」
(1940 年)の約 100 年前に出版されている。すなわち，Marsh の時代はまだ会計基準は存
在しておらず，当時のテキストは，当時の会計慣行を記述したものであり，また会計慣行
を形作るものであった。そのような状況において，当時の会計慣行は会計基準に準ずるも
のであると思われる。したがって，Marshの著作のように，会計基準ができる前に多くの
版を重ねられた出版物を研究するということは，当時の事実上の米国の会計基準(に準ずる
もの)を理解していくということであるといえる。 
 
② 明治時代以降のわが国におけるMarsh の著書の位置づけ 
それでは，Marsh の著書がわが国の簿記史においてどのような位置づけとなるのかを見
ていきたい。 
わが国において，明治 5 年に頒布された学制の下，Marsh(1871a)及び Marsh(1871b)
が文部省六等出仕であった小林儀秀によって翻訳され，小・中学校，師範学校の教科目「記
簿法」の教科書として採用された。Marsh(1871a)は明治 8 年(1875 年)に『馬耳蘇氏記簿
法』というタイトルで，全 2巻で刊行された。また，Marsh(1871b)は，明治 9年(1876年)
に『馬耳蘇氏複式記簿法』というタイトルで，上・中・下の全 3 巻に分けて刊行された。
その後これらの教科書は一般に翻刻が許可され，各地の書店で翻刻された結果，全国に普
及した。これらは，主に学校教科書として用いられたが，商社においても多少は用いられ
た(西川 1979，305‐306)。 
このことについて，「『馬耳蘇氏記簿法』は，文部省が教科書として編集したものである
から，小学・中学・師範学校で採用され，簿記学習に役立ったであろうことはいうまでも
ない。出版と同時に，帳合之法および商家必用に徐々に取って代ったのである。しかし文
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部省が編集したとはいえ出版部数を 1,500冊に限定したこと，文部省が原本の翻訳を一般
に広くすすめたこと，これらの事情から本書自体が直接どれほど簿記の導入に貢献したか
には疑問もある。むしろ，原本をもとに一般人によって翻訳出版された書物のほうが，簿
記の導入には大きく貢献したのではなかろうか。」(岡下敏著，小林編著 1994，40)とある
ように，Marshの著書はわが国への洋式の単式簿記及び複式簿記の導入に貢献したといえ
る。 
 また，造幣寮勘定役ビンセント・イー・ブラガが造幣寮で行われた寮外の官民を対象と
した複式簿記の講習において，Marshの貸借仕訳の原則に似た内容の 7つの原則を教えて
いる(西川 1972，275‐276)。 
Marshの貸借仕訳の原則とは以下の通りである。 
 
    ○総     則 
第一 総テ借ル者を以テ借主トイウニ非ズ，独リコレヲ我ニ借ル者ヲ以テ借主トス 
第二 総テ貸ス者ヲ以テ貸主トイウニ非ズ，独リコレヲ我ニ貸ス者ヲ以テ貸主トス 
第三 何等ノ取引ニテモ借主又ハ貸主ノ生ゼザルモノハソノ価アルコトナシ 
第四 物ノ価ハ円銭ノ通語ヲ以テコレヲ度リ，物ノ軽量分量ハ斥尺等ノ通語ヲ以テコレヲ
量ル 
第五 借主(借)並ニ貸主(貸)ノ語ハ只人ト社中トニコレヲ用イルノミナラズ，品物トイヒ取
引ノ原因トイヒ総テコレヲ応用ス 
第六 商売ノ取引スル者ハ双方共ニ借ナクンバ貸アルノ理ナク，貸ナクンバ借アルノ理ナ
シ 
第七 借主ノ高ト貸主ノ高トハ常ニ必ズ平均スベシ 
(日本語訳は，小林 1876上巻，一‐二より引用。) 
 
 西川(1972)よると，ブラガの用意した講義原稿は明治 4，5年のものとされている。すな
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わち，小林(1875)や小林(1876)のみならず，Marsh 理論はブラガによってもまた伝えられ
ることとなるのであった。 
しかし，わが国の企業及び商店においては明治以前から伝わる独自の記帳方法が用いら
れており，一般的にMarsh の記帳方法が定着することはなかった(7)。 
したがって，Marsh の著書の意義は，一般の人や企業の会計慣行にどれだけ影響を与え
たかということではかることはできないように思われる。しかし，当時の企業及び商店で
は各企業及び各商店独自の記帳方法が行われており，当時のわが国には共通の会計実務と
いうのは存在しないといえる(8)。 
そもそも簿記教育とは，どれだけ広く一般の人に会計慣行を根付かせるかということで
あると思われる。Marsh の著書の意義は，どれだけ多くの人に Marsh の考えが広められ
たのかという努力(9)や，その後わが国でMarshのテキストに続く形でどれだけ多くのテキ
ストが出版されたのかという貢献度ではかられるように思われる(10)。すなわち，当時の文
部省が作成した簿記教科書は 1つの会計慣行を叙述したものということができ(11)，事実上
の会計基準に準ずるものであった(12)。そして，その特徴は原著である Marsh の著書にま
で遡らなければ明らかにすることはできないように思われる。 
本論文では，Marsh の著作における単式簿記及び複式簿記の特徴を明らかにするため，
単式簿記が複式簿記と同様に 2 重分類的複式の様式で認識･測定が行われていることを明
らかにしていく。さらに，Marshの複式簿記の特徴として，当時の複式簿記の機構によっ
て作成された残高一覧表(Balance Sheet)がいかなる特徴があるかを明らかにしていきた
い。 
 
 Ⅲ 本論文の構成と概要 
 
 以上の問題意識の下，本論文の構成と概要は以下の通りである。 
 まず本章では，本論文における問題提起及び本論文の意義について述べている。 
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 そして，第 2章では，Marsh(1850a)をはじめとする，単式簿記に関するMarshの一連
の著作を手がかりとして，単式簿記の認識方法及び利益計算構造の特徴を考察する。 
次に，第 3章では， Marshの複式簿記に関する著作を手かがりとして，1850年代以降
の米国における，期末資本の 2重計算構造が確立されるまでの変遷とその特徴や意義を明
らかにする。 
 最後に，第 4章では，本論文のまとめと今後の課題を明らかにする。 
 
(1) 当時の米国における会計士の主な業務内容は，簿記の指導を行う一方，帳簿の開始・
締切・転記といった記帳の代行が中心であった。米国で初めて公会計士業務が法律の制定
を通じて制度化されたのは，1896年 4月 17日にニューヨーク州で制定された「公会計士
業を規制する法律(An Act to Regulate the Profession of Public Accountants)」である。そ
の後，各州で公認会計士法が制定され，1913 年までに 31 州，1923 年までに当時の米国
全州で制定された(久野 1979，235‐236)。 
(2) 西川(1972)では，Marshの単式簿記および複式簿記に関する著作について，これらは
アメリカで 50年以上版を重ねていることから，「相当好評だったことがわかる」(西川 1972，
258)と同時に，Homans and Homans Jr.(1858)に「…我々は，(ニューヨークアップルト
ン社から出版された)Marsh 氏及びその他の著者による信頼できる書物を我々の教科書と
してみなしている。」(Homans and Homans Jr.1858，189)とあることから，「当時の良書
だったに相違ない。」(西川 1972，258)と評価している。 
(3) 西川(1972)によると，当時の文部省の最高顧問に米国人の David Murreyが，東京師
範学校の教師に米国人のMarion M Scottがおり，彼らは教科書編集にも関係したことか
ら，彼らがMarsh の著書を教科書の定本として選んだと考えられる(西川 1972，258，西
川 1979，306)。 
(4) 西川(1972)において，文部省年報中の小学書籍一覧表より，小林訳(1875)の刊行部数
(原刷のみ，翻刻を含まず)は以下の通りであったと明らかにされている。 
 12 
「 明治 9年 6月   累計 500部 
    明治 10年 10月  累計 1,100 部 
    明治 11年    累計 1,225部 
（出典：西川 1972，259‐260)」 
(5) 明治 9年 2月に定められた「報告課編纂書籍取扱心得」では，教科書編集の方針が明
らかにされている。その中に「第五条 文部省出版の書籍を同省において印刷するは，千
五百部をもって限りとす。」とあり，教科書の刊行部数の上限数が定められている(西川
1972，259)。 
(6) 米国簿記史において Marsh をこのような位置づけのもと行なわれた先行研究に，津
村(2010)がある。 
(7) 西川(1993)において，「西洋式複式簿記も江戸時代の帳合も，既述のように，計算の
本質的原理は同じであるから，明治以降に，在来の帳合から西洋式簿記に転換することは，
技術的には困難なことではなかったはずである。しかし，在来企業の西洋式簿記への転換
には時間がかかり，20 世紀にはいっても，かなり大きな企業で伝統的な帳合が使われてい
た例はめずらしくない。」(西川 1993，28)と指摘されている。そして，木戸田(2012)にお
いても，「明治初年には西欧式簿記の『会計慣習』はほとんど存在せず，しかもそれらはな
かなか根づかなかった。」(木戸田 2012，5)と述べられている。 
(8) 木戸田(2012)において，「明治初年には，(西欧式の複式簿記を用いる)会計情報の作成
者も利用者も，ほとんど存在しなかった」(木戸田 2012，6)，すなわち「明治初年には『会
計測定システム』も『会計伝達システム』もほとんど存在しなかった。」(木戸田 2012，6)
ことが指摘されている。 
 その上で，「明治時代の簿記教育が果たした役割とは，このような状況のもとで，わが国
にはなかった西欧式の『会計慣習』ないし『会計処理の規約(会計的 Code)』を根づかせる
ことにあった。」(木戸田 2012，6)と述べられている。 
(9) 明治政府の目的は，「西欧化による文明開化をおしすすめた明治政府は，社会を近代
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化するために西欧式の複式簿記の導入をおしすすめ，小学校はじめさまざまな教育現場で，
西欧式の複式簿記の教育がなされていった。このような教育は，人々の間に，西欧式の複
式簿記の『会計慣習』ないし『会計処理の規約(会計的 Code)』を根づかせようとする試み
であった。」(木戸田 2012，5‐6)というものであった。 
(10) 以下のように，Marshの著作をはじめとする，明治初期に翻訳された著作に続く形
でその後多くの簿記書が出版されることとなる。そのことを考えると，わが国において
Marshの著書の出版による影響は非常に大きいものであったと見るべきであろう。 
「簿記が徐々にしか受入れられなかった状況の下で，一部の知識人がより受入れられるべ
くどれほど努力したかは，その後の簿記書の出版を見ても明らかである。明治 8年に大蔵
省は尋常簿記法を出版した。明治 9 年と 10 年にかけての出版はなかったようであるが，
明治 11 年になると一挙に多数の簿記書が出版されている。安部辿吉の『初学必携通俗簿
記法』，宇佐川秀次郎の『日用記簿法』，松本伴七郎の『新製記簿法』，日鎖綱紀の『小学記
簿法』および『英和記簿法字類』，遠藤宗義の『小学記簿法』，藤井清の『略式帳合法附録』
および『和欧帳面くらべ』等がそれである。明治 12 年にもなると白木卯之助が『経世亀
艦記簿之友』，高松九次郎が『馬耳蘇氏記簿法試験問題集』，福井太七郎が『新撰簿記早学』，
井田忠信が『簿記学捷径』等々とますます簿記書の出版はなされた。明治 20 年までに 80
冊ほど，明治 30 年までには 260 冊ほどの簿記書が出版されている。」(岡下敏著，小林編
著 1994，41) 
(11) 「『商家必用』は，明治 5年の学制により小学・中学・師範学校の教科として簿記が
加えられたことにより，文部省が『馬耳蘇氏記簿法』を出版するまでの間は，『帳合之法』
とともにそれらの教科書として用いられた。とくに師範学校では，本書を教科書として採
用したところが多かったという。しかし福沢諭吉のように教える場所および数多くの教え
子をもたなかった単なる私人のためであろう，徐々に見捨てられていった。(中略) 
 公の立場で出版された『銀行簿記精法』と『馬耳蘇氏記簿法』の二冊は，もともと教え
の場所を用意して出版されたものであり，それぞれが十分にその目的をはたしている。」(岡
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下敏著，小林編著 1994，39‐40) 
(12) 杉本(1991)は，「会計関係者としての上述(筆者注：企業の会計担当者，企業内外の会
計情報利用者，企業内外の会計監査人)が遂行する会計言語活動は，いずれも，会計慣行な
いし会計諸則を形成する基盤となる。逆に，形成された会計慣行ないし会計諸則は会計関
係者各人の言語活動を規整することになる。」(杉本 1991，41)と述べている。 
これは，「つまり，会計関係者各人の行為が言語活動にほかならないがゆえに，換言すれば，
企業会計が現実の社会で活用されている言語システムないし記号システムの一形態にほか
ならないがゆえに，上述のような相互規定関係が生じるわけである。」(杉本 1991，41)と
指摘している。
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第２章 １9世紀の単式簿記理論における会計的認識・測定の構造 
――2重分類的複式による認識・測定と間接的方法による利益計算―― 
 
はじめに 
 
本章(1)は，Marsh(1850a)をはじめとする一連の Marsh の著作を手がかりとして，単式
簿記においても 2 重分類的複式(2)の様式で認識・測定が行われていることを明らかにする
ことにより，企業会計を支えている簿記構造の特色を明らかにすることを課題としたい。
さらに，Marsh の一連の著作における，単式簿記の計算構造を比較することにより，複式
簿記の構造と機能の特色をも明らかにしたい。最後に，わが国の会計発達史に光をあて，
Marsh の著作の翻訳である『馬耳蘇氏記簿法』がわが国の簿記の発達史において果たした
役割を明らかにしたい。 
Marsh(3)は，19世紀に，会計士の立場から，当時の米国で用いられていた単式簿記によ
る記録の欠点を改良し，新たな記録方法について提唱した(4)。さらに，わが国においては，
明治初期に学制の下でMarsh(1871a)(5)及びMarsh(1871b)が小林儀秀(6)によって翻訳され，
刊行されている。この簿記書は，全国の小・中学校で用いられただけでなく，実務におい
ても広く普及した。このように，Marsh の著書は当時の米国のみならず，わが国において
も多大な影響を与えていた。 
ここで，近年の企業会計の潮流に光をあててみたい。近年の企業会計の国際的調和化の
潮流の影響で，わが国でもキャッシュ・フロー計算書や株主資本等変動計算書などの新た
な財務諸表が制度化されつつある。これらの財務諸表により，従来よりも多くの会計情報
が提供されるようになったことは事実である。 
しかし，これらの財務諸表の相互関係が，誘導法に基づく現行の企業会計の測定構造の
中で(7)，首尾一貫した論理で説明されているかについては，問題があるように思われる。
このような状況は，「複式簿記の機構に支えられた企業会計」とは何かについて，複式簿記
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システムで作成される会計情報の意味について，そして何より複式簿記とは何かについて，
我々に再考を求めているように思われる。 
そこで，本章では，まずもって Marsh の一連の著作を手がかりとしながら，企業の会
計担当者などの会計測定者の認識・測定のプロセスに光をあてながら，単式簿記の構造と
機能について考察していきたい。さらに，単式簿記との比較によって複式簿記の構造と同
構造で作成される会計情報の意義について考察していきたい。 
下記，まずもって Marsh の単式簿記と複式簿記の定義を概観しておきたい。Marsh は，
単式簿記は「記入は 1 回のみなされる。単式簿記は，彼の取引の一方だけを記録するとい
う単式簿記の記入方法の採用を容易にする帳簿記入の機構である」とされ，複式簿記は「記
入は 2 回される。複式簿記は，一方の借方側と他方である貸方側という，大帳(Leger) の
2 つの勘定に配置させるために，全ての金額を必要とする」とされている(Marsh1850b，
19)。さらに，単式簿記とは「会計帳簿は，人に対してのみ継続的に記録される」ものであ
り，一方，複式簿記とは「物や財産は擬人化され，人と同じように借主や貸主になる」と
説明されている(Marsh1850a，ⅲ)。借方と貸方については，借方は「義務を負っている人
もしくは物」として，貸方は「義務を負われている人もしくは物」と説明している
(Marsh1850b，18)。 
なお，渡邉(2012)では，チャールス・ハットン(Charles Hutton)が 1785 年に出版した
『実用数学と単式・複式の両者を含む簿記に関する完全な論述 (A Complete Treatise on 
Practical Arithmetic; and Book-keeping, both by Single and Double)』を取り上げ，18
世紀後半のロンドンにおける単式簿記の特徴を明らかにしている。その特徴とは，「一般的
な意味での単式簿記とは異なり，日記帳を使用せず，仕訳日記帳と元帳のみを使用し，し
かも元帳には人名勘定とその差額計算のための残高勘定のみを設ける複式簿記の簡便法を
指し，その意味では不完全な複式簿記なのである。」というものである(渡邉 2012，129)。
そして，「18 世紀の後半のイギリスで，複式簿記による記帳は，複雑で分かりにくいため
に，もっと簡単で分かりやすい記録システムをという考えのもとで，小店主やアカデミー
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の教師を対象に，実務により役に立つ簿記法をという要求のもとで生まれたのが単式簿記
である。」と説明している(渡邉 2012，130‐131)。 
本章で取り上げるMarshの著作は，Huttonの著作の出版より約１世紀の時を経ており，
そして出版されたのも 18世紀後半のイギリスと 19世紀半ばのアメリカという地理的な違
いも見られる。そのため，Hutton の単式簿記の特徴が Marsh の単式簿記の特徴と同じで
あるとは必ずしもいえないように思われる。 
例えば，渡邉(2012)において，「複式簿記は，フローとストックの二つの側面から損益を
計算するが，フローの側面からの損益計算が行われないところに単式簿記の特徴がある。
しかも，ストックの側面からの損益計算も，単に債権と債務の差額計算に過ぎないのであ
る。」（渡邉 2012，132）とあるが，Marsh(1850a)及びMarsh(1871a)においては，利益計
算は「本財及借財正算表(Balance of my Property and Debts.)」ではなく，その後ろの「商
売ノ損益計算之法(CALCULATION TO ASCERTAIN THE GAIN OR LOSS OF THE 
BUSINESS.)」で行われている。 
この違いを念頭に置き，Hutton の単式簿記の特徴を理解しながらも，Marsh の単式簿
記の特徴を考察していく必要があるように思われる。本稿はこのことを目的としている。 
ここで，Marsh に関する，わが国の代表的な研究として，以下の 4 名を取り上げたい。 
西川孝治郎氏は，西川 (1972)において，小林 (1875)と小林 (1876)及び原著である
Marsh(1871a)とMarsh(1871b)が記された過程について詳細に説明している。 
そして，片岡泰彦氏は，片岡(2006)の中で，小林(1875)及び小林(1876)で取り上げられ
ている各帳簿と，本財借財正算表と商売ノ損益計算之法，または本財并借財残金と利潤損
耗残金について説明を行っている。 
 小林(1875)については，実際の例題や本財借財正算表において借方と貸方の複式が導入
されていることから，本文では単式と称しているが，正式には略式というほうが適当であ
ると述べている。また，小林(1876)については，取引から本財并借財残金と利潤損耗残金
が作成される流れについて説明した上で，小林(1876)の主たる帳簿組織は，日記帳，仕訳
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帳，元帳を中心とするパチョーリ簿記論に，貸借対照表と損益計算書を加えたものである
と結論付けている。 
また，近年の簿記史の研究において注目すべき業績を挙げている論者として，津村怜花
氏が挙げられる。津村氏は，津村(2010)で『帳合之法』に対する小林(1875)と小林(1876)
の位置づけについて再考している。原著の初版を比較すると，『帳合之法』の方が小林(1875)
及び小林(1876)よりも出版年が遅いために，黒澤(1990)において，小林(1875)と小林(1876)
が，『帳合之法』及び『銀行簿記精法』の「歴史的偉業とは，明治文化史的観点からいえば，
比較するべくもない単なる平凡な教科書にすぎなかった。」(黒澤 1990，108)という評価が
なされたとした上で，西洋簿記の知識の導入の際に，邦訳の工夫や帳簿様式の改良が果た
した役割(8)について高く評価できると結論付けている。津村氏は，原著との詳細な比較を
行いつつ，簿記書の利用者の視点からあるべき姿を視野に入れて，Marsh の原著と翻訳書
の価値を明らかにしている。同氏の研究は，近年のわが国の簿記史研究の最高水準をなす
ものとして，高く評価される。 
わが国におけるMarsh(1871a)とMarsh(1871b)及び小林(1875)と小林(1876)の位置づけ
に着目した上記の 3 者に対し，Marsh の著書の位置づけに着目したのが，久野光朗氏であ
る。久野氏は，久野(1985)において，Marsh(1831)及び Marsh(1858)を同時期の他の著者
と比較している。 
また，Marsh が，Marsh(1858)の中で，減価償却について言及していることを紹介して
いる。しかし，久野氏は「…Marsh が現代会計理論における固定資産の原価配分方法とし
ての減価償却を明確に認識していたかどうかは疑問である。」(久野 1985，237)と述べてい
る。 
 資産負債対照表と損益対照表では，いずれも借方・貸方の左隅の欄に元帳丁数を示して
いることから，帳簿締切前の決算手続きの一環であることを述べている(9)。 
 以上より，これまでの研究においては，Marsh(1871a)及びMarsh(1871b)を中心とした
Marshの各著書及び小林(1875)及び小林(1876)の出版の経緯や帳簿や決算書の内容につい
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て述べたものが多く，Marsh の会計的認識及び測定の構造についてはあまり解明されてい
ないように思われる。 
 また， 1850 年頃の米国経済は産業革命が行われており，カリフォルニアの金鉱発見や
鉄道業の発展そして証券市場の活況など，経済が着実に成長していった時期であった。し
かし，そのような中工業においては原料・資材の価格が高騰する一方で，1856 年のクリミ
ア戦争の終結をきっかけに穀物価格下がり始めるなど，景気の先行きが不安定となり，つ
いには 1857 年恐慌が起こってしまうのである。このように 1850 年代の米国は経済が大き
く動いており，それに合わせるかのように Marsh の著作も 1850 年代に何度も増補改訂が
なされているのである。 
 またⅣ項で詳しく述べるが，Marsh(1850a)によれば，単式簿記の利用者として，複式簿
記を習得する時間のない者や，仕事で複式簿記を必要としない者，複式簿記を学ぶには年
齢的にまだ早いもの，そして複式簿記を勉強する準備段階とする者を挙げている
(Marsh1850a，ⅳ)。また，単式簿記は当時の米国では，単式簿記は不完全さを有している
にもかかわらず，その実用性と単式簿記システムの改良により，複式簿記よりも多く用い
られていた(Marsh1850a，ⅳ)。すなわち，Marsh は，単式簿記を複式簿記の習得のため
の前段階の知識と捉えていたといえよう。 
そこで，本章では，Marsh(1850a)を手がかりとし，まずもって，Marsh の単式簿記に
おける会計的認識と測定の構造に着目しつつ，Marsh の単式簿記の特徴を明らかにしてい
きたい。 
 
Ⅰ Marsh(1850a)の単式簿記における認識方法 
  ――2重分類的複式による認識・測定と簡略化された 2面記帳――  
 
 Marsh(1850a)では，日用品を小売販売する小規模の店(10)を仮定している。この店では，
米国国内の遠方地に向けて委託販売も行われている。以下，Marsh の叙述にしたがいつつ，
 ２０ 
同書で取り上げられている帳簿や設例を手がかりとして，Marsh の単式簿記理論における
認識と測定に関する記述を検討したい。 
 
１．１ 帳簿の種類 
 Marsh(1850a)では，次の 7 種類の帳簿 (11)について，次のように説明されている (12) 
(Marsh1850a，7-9)。 
まず，「日用帳(Day-Book)」は，借主及び貸主の存在する，全ての取引の内容を記入す
る(図 2‐1)。ただし，売買した商品の詳細は他の帳簿に記入する。次に，「大帳」では，
債権及び債務の金額を記入する。これは，日用帳より移記される。 
 
図 2‐1 日用帳の記入例 
            NEW YORK, MAY 22, 1836.             3 
     
 9 William Lawrence            Cr.   
 
 
    For his Note at 30 days__________$100 00 
    “ Cash in full_________________   42 08  
 
$ 142 
 
08 
 
 
 
23 
 
 
     
 6 Chas. Simmons               Dr.   
       For Bill of Merchandise, S. B. 1__________ 6 00 
     
  “   
(出典：Marsh1850a，45 より一部抜粋。) 
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そして，「金銀出納帳(Cash-Book)」には，現金の流入額及び流出額を記入する。記入は
現金が流入及び流出した時点，もしくは可能な限り近い時点に行われる(図 2‐2)。この帳
簿の借方と貸方の記録は，1 日の終わりに活発な経営において加減されるべきである。借
方と貸方の差額は，手持ちの現金の額となる。 
 
図 2‐2 金銀出納帳の記入例 
(左ページ) 
DR.              CASH 
1836.     
May  4 Balance in Banks, &c.__________________ $5,000 00 
 “ 13 Received for Retail Sales_______________ 28 64 
     
 
 (右ページ) 
CR.                                      
1836.     
May  4 Paid for Merchandise bought of J. Stevens__ $186 86 
 “  6 “   “   “    Hone, Coster, & Co.____ 170 94 
     
(出典：Marsh1850a，88‐89 より一部抜粋。) 
 
また，「手形帳(Bill-Book)」には，全ての手形や小切手，その他紙面による請求書につい
て記入する。こちらが受取人の手形等は「請取手形(BILLS RECEIVABLE)」に，相手が
受取人の手形等は「拂手形(BILLS PAYABLE)」に記入する(図 2‐3，2‐4)。手形は厳重
に保管し，手形に関する全情報はこの帳簿を参照することで得られる。記入においては，
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借方・貸方の区別はない。 
 
図 2‐3 手形帳(請取手形)の記入例 
(左ページ) 
                                           BILLS  
No. Drawn at Date. Drawn by On whom. 
     
 1 New York. May 22, 1836. William Lawrence.  
     
16 Baltimore. “  18,  “ W. A. Moale. C. Huntington. 
 
(右ページ) 
RECEIVABLE. 
Whose favor. Time. Due. Amount. Paid. 
  1836.    
C. C. Marsh. 30 days. June 24 $   100 00 Paid at maturity. 
      
  “ 3ds.’ sight July 24     400 00 Paid at maturity. 
(出典：Marsh1850a，110 より一部抜粋。著者注：なお，No.16 の取引は 1836 年 6 月
18日である。) 
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図 2‐4 手形帳(拂手形)の記入例 
(左ページ) 
                                           BILLS  
No. Drawn at Date. Drawn by On whom. 
     
 1 New York. May 10, 1836. C. C. Marsh.  
10 Baltimore. “  19,  “ W. A. Moale. C. C. Marsh. 
     
 
 (右ページ) 
PAYABLE. 
Whose favor. Time. Due. Amount. Paid. 
  1836.    
Parker, Howard, & Co. 90 days. Aug. 11 $ 184 68  
C. Huntington. 10ds.’ si’t July 2 200 00 Paid at maturity. 
  “          
(出典：Marsh1850a，112‐113 より一部抜粋。著者注：なお，No.10 の取引は 1836年
6月 19日である。) 
 
また，「送状控帳(Invoice-book)(13)」には，全ての商品に関する覚え書きを記入する(2‐
5)。写しは売買した商品の手形から行われる。商品の買い入れの際の取引の内容(商品の内
容や数量，金額，売り手の名前など)について記入し，日用帳を補助する役割をもつ。そし
て，送状控帳で商品売買益の計算を行う。記入の際に，借方・貸方の区別はない。 
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図 2‐5 送状控帳の記入例 
1               NEW YORK, MAY 4, 1836.              
 
 
 
 
C
a
sh
 P
a
id
 
 
Bought of John Stevens 
1 hhd N. O. Sugar 
               1167 lbs. 
                102 “ tare. 
               1065 “ net a 8 37____$89 15 
4 bags Java Coffee 
                464 lbs. 
                 14 “ tare. 
                450 “ net a 15_______ 67 50 
 
 
. 
 
3 bags Laguayra Coffee 
                324 lbs. 
                  6 “ tare. 
                318 “ net a 9⅟₂______ 30 21 
 
 
 
$ 186 
 
 
 
86 
       
             5 
 
 
     
(出典：Marsh1850a，94 より一部抜粋。) 
 
「売物帳(Sale-Book)」は，販売もしくは売り渡した全ての商品の内容を記入する(図 2
‐6)。この帳簿は，日用帳を補助する役割をもつ。記入においては，借方・貸方の区別は
ない。 
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図 2‐6 売物帳の記入例 
1               NEW YORK, MAY 18, 1836.              
 
 
E. 
Sold to Chas.Simmons 
1 cask Linseed Oil, 24 galls. a 1 37⅟₂____$33 00 
1 bl. Mackerel             a       ____  4 50 
1 bl. Flour                a       ____  6 25  
1 bag Java Coffee, 122 lbs. a  16   ____ 19 52 
                
                      19 
 
 
 
 
 
 
$ 63 
 
 
 
 
 
27 
 
(出典：Marsh1850a，100 より一部抜粋。) 
 
最後に，「船積帳(Shipment-Book)」は，全ての積み荷に関する重要な事項を記入する(図
2‐7)。委託販売における取引の内容(商品の内容や数量，金額，買い手の名前など。)を記
入する。記入の際に，借方・貸方の区別はない。 
 
図 2‐7 船積帳の記入例 
SHIPMENT BOOK. 
No. Date. Where to. Consigned to Cost. Sales. 
 1836.       
1 July 13, Havana. Carrias & Nephew. $ 555 01   
2 “ 20, Charleston. S. Chadwick & Co.   377 00 $ 414 70 
        
(出典：Marsh1850a，92 より一部抜粋。) 
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帳簿組織における単式簿記と複式簿記の違いは，日用帳の位置づけである。Marsh は，
日用帳について単式簿記では，「債務者及び債権者の存在する全ての取引」(Marsh1850a，
7)を記入し，商品に関する事項は売物帳や送状控帳に記入するとしている。それに対して，
複式簿記では，「経営に関するすべての取引の明白で簡潔な歴史」(Marsh1850b，15)を記
すと述べている。 
 
図 2‐8 単式帳簿組織 
単     Cash-Book 金銀出納帳 
式   Invoice-Book 送状控帳 
帳   Sales-Book 売物帳 
簿   Day-Book 日用帳   Leger 大帳   Balance Sheet 本財及借財正算表 
 組       Trial Balance 試算表 
織   Bill-Book 手形帳 
    Shipment-Book 船積帳 
 (出典：西川 1972，271 より抜粋) 
 
１．２ Marshの仕訳例  
 Marsh(1850a)では，3 ヶ月間に行われた 96 の取引例(14)を上げている。商人による取引
(15)について，同書では，「商人は，商品を仕入れ，それを販売し，代金を受け取ったり支
払ったり，金銭を借りたり貸したり，両替をしたり小切手を現金に換えたり，仕事を引き
受けたり，その他多くの取引を行っており，その取引の多くはその状況においてわずかな
変化に具体的に変えられているであろう。」と説明されている(Marsh1850a，ⅳ)。 
 このように，Marsh は，96 もの取引例をあげているが，これらはいくつかの基本的取
引が状況に応じて具体的に変えられたものという認識を示している。そこで，ここでは 96
の取引例をパターン別(16)に分け，それらの記入例を取り上げる。以下の取引記入例より，
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Marsh(1850a)で取り上げられている 7 種類の帳簿のうち各帳簿は，債権者及び債務者を
記入する日用帳を基本として，日用帳から転記される大帳を除く 6種類の帳簿により記帳
されていることが分かる。 
  
(a) 現金$5000 を資本金として開業する(TRANSACTION 1)。 
 金銀出納帳の借方に，日付と摘要と金額を記入する。摘要欄には“Balance in Banks, 
&c.”と記入する。同時に日用帳に取引内容と金額を記入する。取引内容には，1行目に“C. 
C. Marsh”と貸方を示す“Cr.”，具体的な取引内容である“For amount of his Net Capital”
を記入する(Marsh1850a，9)。このように，1 つの経済事象は，現金の流入と資本金の増
加という 2側面で認識・測定され，2 面記帳されている。これは分類的複式簿記である。 
 
(b) John Stevens から商品を現金で仕入れた(TRANSACTION 2)。 
 送状控帳の借方に，J. Stevens から受け取った請求書の内容を書き写す。一方，金銀出
納帳の貸方に，支払った金額を記入する(Marsh1850a，9)。このように，1 つの経済事象
は，商品の増加と現金の流出という 2 側面で認識・測定され，2 面記帳されている。これ
は因果的複式簿記である。 
 
(c) Pettis & Roome から商品を掛けで仕入れた(TRANSACTION 3)。 
 送状控帳に受け取った明細書の内容を記載する。一方で，この商店は相手に対し商品を
受け渡す義務があるため，日用帳に Pettis & Roome の掛けであることを記入する
(Marsh1850a，10)。このように，1つの経済事象は，商品の増加と買掛金の増加という 2
側面で認識・測定され，2面記帳されている。因果的複式簿記である。 
 
(d)設備の代金及び荷馬車による運賃を支払った(TRANSACTION 5)。 
 これらの取引は金銀出納帳のみに記入される必要がある(Marsh1850a，10)。この取引
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では，運賃(費用)の発生と現金の支出という 2 側面での認識・測定はなされるが，現金の
支出が金銀出納帳に記録されるのみである。したがって，認識・測定に関しては，分類的
複式簿記である。 
 
 (e) Howard & Co.の Parker から商品を購入し，90日間の手形を渡した(TRANSACTION 
8)。 
まず，送状控帳に仕入先の名前，商品とその量，そして合計額を記入する。次に手形帳
の「拂手形」の表に，取引が行われた店舗の都市，日付，相手の名前，手形の期間，支払
期日，および金額などを記入する。この取引は日用帳に記入する必要はない。なぜなら，
その人たちに支払手形が残っているわけではないからである(Marsh1850a，10)。このよ
うに，1つの経済事象は，商品の増加と支払手形の増加という 2 側面で認識・測定され，2
面記帳されている。これは，因果的複式簿記である。 
 
(f)John Stevens に現金を貸し付けた(TRANSACTION 9)。 
 John Stevens がこの商店に借りている金額の支払いが残っているため，またこの金額を
渡したため，金銀出納帳と日用帳に記入する(Marsh1850a，10)。このように，1 つの経済
事象は，現金の流出と貸付金の増加という 2 側面で認識・測定され，2面記帳されている。
これは因果的複式簿記である。 
  
(g)本日現金で商品を小売りした(TRANSACTION 10)。 
 これらの金額は受け取ると同時に引き出しに入れられ，夕方に現金(つり銭として入れて
おいた金額は差し引く)を計算するとその日の小売での総売り上げが判明する。この金額を
金銀出納帳に記入する。1 枚の紙にその金額を記入し，翌朝現金と共に引き出しの中に入
れておく(Marsh1850a，10)。この取引においては，商品の販売と現金の流入については 2
側面で認識・測定されつつも，記録については現金の流出について金銀出納帳に記録され
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るのみである。認識・測定に関しては，分類的複式簿記である。 
 
(h)C. Simmons に商品を掛けで売り渡した(TRANSACTION 17)。 
売り上げた商品を売物帳に記入する。そして，C. Simmons がこの商店に商品の支払い
が残っていることを示すため，日用帳に記入する(Marsh1850a，11)。このように，1つの
経済事象は，商品の販売と売掛金の増加という 2 側面で認識・測定され，2 面記帳されて
いる。これは，分類的複式簿記である。 
 
(i) William Lawrence に商品を掛けで売り渡した(TRANSACTION 18)。 
 まず，日用帳に相手の名前，借方(Dr.)，そして摘要と金額を記入する。次に，売物帳に，
相手先の名前の下に，販売した商品の種類と量と金額を全て記入し合計額を右側の欄に記
入する(Marsh1850a，11)。このように，1 つの経済事象は，商品の販売と売掛金の増加と
いう 2側面で認識・測定され，2 面記帳されている。これは，分類的複式簿記である。 
 
(j)私的な費用の支払いのために，現金$25 を支払った(TRANSACTION20)。 
 店より引き出した金額を引き渡し，そして経営者自身に支払いの残りがあるため，金銀
出納帳と日用帳に記入する(Marsh1850a，12)。この取引においては，店と家計が一緒に
なっている。その上で，この 1 つの経済事象は，現金の流出と家計の費用(引出金)の発生
という 2 側面で認識・測定され，2面記帳されている。これは，分類的複式簿記である。 
 
(k)Wm. Lawrence より，先日の売掛金の代金として$100 は 30 日の受取手形を，残りの
$42.08 は現金で受け取った(TRANSACTION 21)。 
 手形帳に Lawrence に対して所有している手形の内容を記入する。金銀出納帳
(Cash-book)に受け取った金額を記入する。そして日用帳には，彼が支払った金額を記入す
る(Marsh1850a，12)。このように，1 つの経済事象は，売掛金の減少と受取手形の増加，
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または売掛金の減少と現金の流入という 2 側面で認識・測定され，2 面記帳されている。
これは，因果的複式簿記である。 
 
 (l) John Stevensから先日貸した金額(著者注：TRANSACTION 9において John Stevens
に$50 を貸し付けた。)の返済を受けた。また，彼から$150 を借り受けた(TRANSACTION 
25)。 
 金銀出納帳に受け取った金額を記入する。さらに，日用帳にこれらの総額を記入する
(Marsh1850a，12)。このように，1つの経済事象は，現金の流入と貸付金の減少という 2
側面で認識・測定され，2面記帳されている。これは，因果的複式簿記である。 
 
(m) 主任事務員の John Sims に給料$25 を現金で支払った(TRANSACTION 36)。 
 金銀出納帳の貸方に記入する一方で，日用帳に John Sims に支払った金額を記入する
(Marsh1850a，13)。このように，1つの経済事象は，現金の流出と給料(費用)の発生とい
う 2 側面で認識・測定され，2面記帳されている。これは，分類的複式簿記である。 
 
(n)チャールストンの S. Chadwick & Co.に委託した商品を送る(TRANSACTION 87)。 
発送した商品を売物帳に記入する。また現金で支払った費用を金銀出納帳に，(そしてこ
れらの合計額を，著者注：著者による挿入)船積帳に記入する(Marsh1850a，26)。このよ
うに，1 つの経済事象は，現金の流入と商品の積送という 2 側面で認識・測定され，2 面
記帳されている。これは，分類的複式簿記である。 
 
(o) (n)の商品を，原価に 10%の利益を上乗せした金額で，C. Huntington に掛けで売り渡
した(TRANSACTION 91)。 
 売り上げた金額を船積帳に記入する。彼が負うている金額を日用帳に記入する
(Marsh1850a，26)。このように，1 つの経済事象は，委託商品の販売と買掛金の増加とい
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う 2 側面で認識・測定され，2面記帳されている。これは，因果的複式簿記である。 
 
１．３ まとめにかえて 
――Marshの単式簿記の特徴―― 
 Marsh(1850a)より，Marsh の単式簿記の特徴として，重要項目の総額情報の作成と収
益・費用情報の欠落を挙げることができる。 
前項の仕訳例で見たように，単式簿記においても，基本的に複式簿記と同様に，１つの
取引を 2 重分類的複式の様式で認識・測定し，2 面記帳している(17)。 
しかし，1 つの経済事象を 2 面的に認識しつつも，記録においては全ての経済事象が 2
重になされているわけではない。例えば，備品購入の取引(ex. TRANSACTION 31)は，「備
品」勘定が設定されていないため，支払い方法を示す貸方だけの記帳となっている。また，
商品を複数の客に現金で小売販売した場合，金銀出納帳の借方に流入した現金額のみを記
入し，売物帳に売り渡した商品の内容や量，金額は記入しない(ex. TRANSACTION 10)。
このように，経営規模の大きくないにもかかわらず，小売販売の場合においては厳密な記
録はなされていないという，記録の非網羅性が見られる。 
当時の単式簿記を利用する利害関係者は，全ての取引を詳細に網羅的に記録し，期末に
おいて会計情報を詳細に把握しようとする情報開示要求は持っていなかった。むしろ，当
時の会計情報利用者が最も必要とする情報のみを簡略的な方法で，当時の利害関係者が最
も必要としている情報を提供されることを複式簿記の構造に求めていたということができ
るであろう。 
さらに，費用の非把握である。設備の代金及び荷馬車による運賃を支払った場合
(TRANSACTION 5(18))，記録は金銀出納帳の貸方に摘要と金額を記入するのみであり，そ
の他の帳簿への記入は行わない。すなわち，費用の把握はなされておらず，流出した金額
のみが記入されている。 
このように，Marsh の単式簿記理論では，基本的に重要項目については総額情報が作成
 ３２ 
されているにもかかわらず，近代会計で最も重視されている収益・費用に関する会計情報
が欠落している，という注目すべき特質を有している。 
 
Ⅱ 純財産の増減比較による利益計算構造の変遷 
  ――簡略化された企業会計システムと企業体理論の萌芽―― 
 
２．１ 残高表の内容 
 Marsh(1850a)は，期末に作成する決算財務表として，「残高表(Balance-sheet)」が提示
されている(19)。この表の中の「本財及借財正算表(Balance of my Property and Debts.)」
は，現代における貸借対照表に相当する(Marsh1850a，30‐31；Marsh1871a，36‐37；
小林 1875，巻之上三十七‐三十八)(図 2‐9)。 
 借方には，現金，受取手形，委託販売による商品，商品，売掛金が，貸方には，支払手
形，買掛金が記載されている。現金は，金銀出納帳の貸借差額(Marsh1850a，88‐91；
Marsh1871a，96‐99；小林 1875，巻之二三十五‐三十七)より移記され，受取手形は手
形帳の請取手形より期末日に未決済の取引の総額を (Marsh1850a， 110‐ 111；
Marsh1871a，120‐121；小林 1875，巻之二五十八)，委託販売による商品は船積帳より
期末日にまだ販売されていない商品の金額を(Marsh1850a，92；Marsh1871a，100；小
林 1875，巻之二三十八)，商品は期末に棚卸しが行われ記入された送状控帳(Invoice-book)
の金額(Marsh1850a，98；Marsh1871a，106；小林 1875，巻之二四十‐四十四)より，売
掛金は大帳の貸方(Marsh1850a，64‐69；Marsh1850a 78‐85；Marsh1871a，72‐79；
Marsh1871a，86‐93；小林 1875，巻之二二十二‐二十五；小林 1875，二十九‐三十二)
より移記される。一方，貸方を見ていくと，支払手形は請取手形の拂手形より期末日に未
決済の取引の総額を(Marsh1850a，112‐113；Marsh1871a，120‐121；小林 1875，巻
之二五十九)，買掛金は大帳の借方 (Marsh1850a，64‐65；Marsh1850a，70‐71；
Marsh1850a，74‐77；Marsh1850a，80‐81；Marsh1871a，72‐73；Marsh1871a，
 ３３ 
78‐79；Marsh1871a，82‐85；Marsh1871a，88‐89；小林 1875，巻之二二十二；小
林 1875，二十五；小林 1875，二十七；小林 1875，二十八；小林 1875，三十)より移記さ
れる。この貸借差額から，資本金に当たる「残金ハ即チ正味元金ニシテ即チ(BALANCE, my 
net Capital)」で表示される金額が求められる(Marsh1850a，30‐31；Marsh1871a，36
‐37；小林 1875，巻之上三十七‐三十八)。 
図 2‐9 本財及借財正算表 
(左ページ) 
DR.                                 BALANCES OF MY 
     
   Cash_____________balance on hand, per C. Bk $3,975 87 
  Bills receivable_____balances on hand, per Bill Bk. 1,273 38 
  
 
 2 
 3 
 4 
 4 
 5 
 9 
 9 
10 
11 
12 
  
Shipments_________no returns of Shipment Bk. 
Merchandise________balance in Store, per Invent. 
W. S. Christman____balance in my favor______ 
J. Farrington________ balance in my favor______ 
James Richings_____ balance in my favor______ 
Hallet & Brown_____ balance in my favor______ 
C. Huntington______ balance in my favor______ 
William Lawrence___ balance in my favor______ 
Richard Jessup______ balance in my favor______ 
W. B. Brown______ balance in my favor______ 
Henry Small_______ balance in my favor______ 
P. S. Thompson_____ balance in my favor______ 
 
 
555 
500 
8 
40 
37 
55 
499 
56 
150 
119 
65 
73 
$7,410 
 
01 
00 
09 
00 
48 
67 
36 
85 
00 
40 
67 
60 
38 
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(右ページ) 
      PROPERTY AND DEBTS.                                           CR. 
     
   
 2 
 5 
 7 
 8 
10 
Bills payable_______balance outstand’g per B. Bk 
Pettis & Roome_____balance in their favor_____ 
John Stevens_______ balance in his favor______ 
Barclay & Livingston, balance in their favor_____ 
W. A. Moale_______ balance in his favor______ 
Parker, Howard, & Co., balance in their favor___ 
BALANCE, my net Capital__________________ 
$1,427 
48 
55 
525 
49 
131 
$5,163 
 
 
37 
13 
24 
00 
98 
25 
41 
 
 
    $7,410 
 
38 
 
(出典：Marsh1850a，30‐31 より一部抜粋。) 
 
Marsh(1850a)においては，「本財及借財正算表」の中の資産，負債，資本に関する記載
はこれで終了であるが(Marsh1850a，30‐31；小林 1875，巻之上三十七‐三十八)，
Marsh(1871a)では，“Balance, my net Capital”は“BALANCE―being our Net Capital”
(著者注：小林(1875)における日本語訳は「残金ハ即チ正味元金ニシテ即チ」である。)と
名称が変わり，その下に出資者ごとに出資額が記載されている(Marsh1871a，36‐37；小
林 1875，巻之上三十七‐三十八)。 
 さらに，「本財及借財正算表(20)」の後ろでは，期首元金と期末元金の差額に調整を加え，
差引正味利潤を求めている(Marsh1850a，30‐31；Marsh1871a，36‐37；小林 1875，
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巻之上三十七‐三十八)。この計算を Marsh(1850a)においては名称を設けてはいないが，
後に Marsh(1871a)において，「商売ノ損益計算之法(CALCULATION TO ASCERTAIN 
THE GAIN OR LOSS OF THE BUSINESS.)」と名付けている(Marsh1871a，36‐37；
小林 1875，巻之上三十七‐三十八)。 
 商売ノ損益計算之法の最後に，期首資本に当期増減分を加減し期末資本を求めるという
株主資本の変動計算を行っている(Marsh1871a，36‐37；小林 1875，巻之上三十七‐三
十八)。これは，Marsh(1853)以降の版に記載されており，小林(1875)においても計算方法
が示されている。 
 残高表(21)は，上部に表示された，資産・負債・資本を表示する「本財及借財正算表」の
部と，下部に表示された，期首と期末の資本の差額から利益を求める「商売ノ損益計算之
法」の部(著者注：この名称は Marsh(1853)以降の版で見られ，Marsh(1850a)においては
まだこの名称は付けられていない。)が１つにまとめられたものと見ることができる。 
 
２．２ 利益計算構造の変遷 
  Marsh(1850a)では，「残高表：資産と負債，及び営業の純利益を示して(Balance-sheet, 
showing assets and liabilities, and net gain of business)」と題される章において，「商売
ノ損益計算之法」について叙述している(図 2‐10)。そこでは，差引正味利潤と直近 3 ヶ
月の営業に関する差引正味利潤を計算している(Marsh1871a，36‐37；小林 1875，巻之
上三十七‐三十八)。 
 まず，本財及借財正算表の貸借差額である，期末元金と期首元金の差額から差引正味利
潤を求めている(Marsh1850a，30‐31；Marsh1871a，36‐37；小林 1875，巻之上三十
七‐三十八)。すなわち，財産法による計算方法である。 
 ここで，さらに私的な費用の支払いのために店の現金から支払った金額を加減して，一
会計期間である直近 3ヶ月の営業に関する差引正味利潤を計算している。これは，店と家
計の区切りが曖昧であったことから生じている。しかし，ここから，一会計期間の営業に
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よる成果を把握したいという試みが見られる。 
しかし，Marsh(1871a)では，差引正味利潤の計算方法が変更されている(図 2‐11)。す
なわち，まず，期末元金に私的な費用の支払いのために店の現金から支払った金額を加算
して，いったん合計額を求めている。これは，本来期末に店にあるべき金額である。ここ
から，期首元金を差し引いて，差引正味利潤を求めている。ここではさらに，差引正味利
潤が計算された後，これを商人に配分される金額を記載している。 
利益計算方式と利益概念を見ると，Marsh(1871a)はMarsh(1850a)と比べ，企業体の利
益としての位置づけがより鮮明になっている。したがって，企業体理論が芽生え始めてい
るといえる。 
また，Marsh(1850a)からMarsh(1871a)にかけての利益計算の変遷を見ると，一会計期
間の営業による成果から商人への配当金へと会計情報利用者の関心が移っていることがわ
かる。すなわち，19 世紀半ばには意識されなかった配当金額が，19 世紀後半には財務諸
表に記載されることにより，中小規模の個人企業においても会計情報利用者は配当金に関
心を寄せていたことになる。また，Marsh(1850a)及びMarsh(1871a)では，借入金を期末
までに全額返済しているため，本財及借財正算表に他人資本である借入金が記載されては
いないが，期末時点で未返済の借入金があった場合自己資本は他人資本と合わせて運用さ
れていたであろうことが推測される。 
図 2‐10 利潤と営業に関する利潤の関係 
               期末元金 
   －      期首元金           
          差引正味利潤 
   ＋   次月の私的費用(private expenses)   
     直近 3ヶ月の営業に関する差引正味利潤 
出所：(Marsh1850a より作成。日本語訳は著者による。)  
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図 2‐11 損益計算の方法 
                (期末)元金 
        ＋  之ニ加ルニ自分用ノ為ニ差引タル金高  
           合(計額) 
 －       (期首)元金           
               差引正味利潤 
出所：(Marsh1871a，小林訳 1875 より作成。括弧内は筆者による。) 
 
ここで，企業会計一般に視点を移してみたい。複式簿記の機構に支えられた現行の企業
会計では，会計測定者が経済事象は 2重分類的に認識・測定され会計記録が作られていく。
その際には，仕訳帳を通して複式の勘定記録に総額で価値の流れの記入がなされていく(22)。 
このような会計システムは，経済の発展に伴って，すなわち会計情報利用者の関心の変
化に伴って，従来とは異なる形で情報システムが拡張されていくものである。例えば，従
来は貸借対照表と損益計算書が公表される重要な 2つの財務諸表であったが，現在はこの
2表に加え，キャッシュ・フロー計算書と株主資本等変動計算書が制度化されている。 
逆に，資本主義が未発達な状況にある場合には，あるいは会計情報利用者の何らかの要
請がある場合には，企業会計システムは簡略化されていく。何らかの経済的な状況によっ
て，資本を運用して得た成果分すなわち損益に関する総額情報が，すなわち収益と費用が
会計情報として意味を持たない場合この情報は省略される(23)。 
例えば，伊藤(2004)で取り上げられている有富家の事例を見てみると，製塩業者にとっ
ての塩は現金と同等であり，売掛金の貸し倒れがない。そのため，有富家の会計帳簿であ
る「壱紙帳」には総額情報での損益情報の提供がなされている。逆に，売掛金の回収率が
非常に悪い場合，売上高と売上原価を対比させて商品売買益を算定することは企業経営を
危うくするものと思われる。このような状況下では，収益と費用の対比によって利益を計
算する会計システムの部分は省略され，期末資本と期首資本の差額によって確実に分配す
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ることができる利益計算システムが確立あるいは構築される。 
本項で考察した Marsh(1850a)と Marsh(1871a)の単式簿記理論における利益計算に関
する叙述は，このような企業会計の簡略化という特徴を明確に表しているように思う。 
 
Ⅲ 小括 
――『馬耳蘇氏記簿法』のわが国への普及との関連で―― 
 
本章では，複式簿記の特徴について考察する手がかりを得るため，Marsh(1850a)をはじ
めとする一連の Marsh の著作を取り上げた。その中で，単式簿記における会計的認識と
測定の構造を明らかにすることにより，単式簿記の特色を考察した。さらに，Marsh の一
連の著作における，単式簿記の計算構造を比較することにより，複式簿記の構造と機能の
特色をも検討した。 
まず，第Ⅰ項においては，問題意識として，近年の企業会計の国際的調和化の潮流の影
響により貸借対照表や損益計算書に加え，誘導法によって作成されないキャッシュ・フロ
ー計算書や株主資本等変動計算書などの財務諸表が新たに制度化されつつある状況におい
て，複式簿記について改めて考える必要があることを述べた。そのため，本項では
Marsh(1850a)をはじめとする一連の Marsh の著作を取り上げ，複式簿記との比較により
単式簿記の特徴を考察した。そこでは，先行研究において解明されていないように思われ
るMarsh の会計的認識及び測定の構造に着目した。 
第Ⅱ項においては，Marsh(1850a)で紹介されている仕訳例を取り上げることにより，単
式簿記の認識方法について検討した。 
 そこで明らかになったのは，単式簿記においても，複式簿記と同様に，1 つの経済事象
を 2 重分類的複式の様式で認識・測定し，2 面記帳していることである。ただし，記録に
ついては全ての経済事象が 2 面的になされているわけではない。 
設例のように，経営規模の大きくないにもかかわらず，小売販売においては厳密な記録
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がなされていないという，記録の非網羅性が見られる。当時の単式簿記を利用する利害関
係者は，全ての取引を詳細に網羅的に記録し，期末において会計情報を詳細に把握しよう
とする情報開示要求は持っていなかった。むしろ，当時の会計情報利用者が最も必要とす
る情報のみを簡略的な方法で，当時の利害関係者が最も必要としている情報を提供される
ことを複式簿記の構造に求めていたということができるであろう。また，設備の代金及び
荷馬車による運賃を支払った場合(TRANSACTION 5)で見られるように，費用の把握はな
されておらず，流出した金額のみが記入されている。 
このように，Marsh の単式簿記理論では，基本的に重要項目については総額情報が作成
されているにもかかわらず，近代会計で最も重視されている収益・費用に関する会計情報
が欠落している，という注目すべき特質を有している。 
第Ⅲ項では，本財及借財正算表の内容と，本財及借財正算表における利益計算について
検討した。 
  利益計算については，Marsh(1850a)の「貸借対照表：資産と負債，及び営業の純利益
を示して」と題される章において，「商売ノ損益計算之法」を叙述している。まず，本財及
借財正算表」の貸借差額である，期末元金と期首元金の差額から差引正味利潤を求めてい
る(Marsh1850a，30‐31；Marsh1871a，36‐37；小林 1875，巻之上三十七‐三十八)。
さらに私的な費用の支払いのために店の現金から支払った金額を加減して，一会計期間で
ある直近 3ヶ月の営業に関する差引正味利潤を計算している。ここから，一会計期間の営
業による成果を把握したいという試みが見られる。 
しかし，Marsh(1871a)では差引正味利潤の計算方法が変更し，まず，期末元金に私的な
費用の支払いのために店の現金から支払った金額を加減して，いったん合計額を求めてい
る。これは，本来期末に店にあるべき金額である。ここから，期首元金を差し引いて，差
引正味利潤を求めている。ここではさらに，差引正味利潤が計算された後，これを商人に
配分される金額を記載している。 
Marsh(1850a)から Marsh(1871a)にかけての利益計算の変遷を見ると，一会計期間の営
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業による成果から商人への配当金へと会計情報利用者の関心が移っていることがわかる。
また，Marsh(1850a)及び Marsh(1871a)では，借入金を期末までに全額返済しているため，
本財及借財正算表に他人資本である借入金が記載されてはいないが，期末時点で未返済の
借入金があった場合自己資本は他人資本と合わせて運用されていたであろうことが推測さ
れる。これは企業体理論の萌芽と見ることができると思われる。 
最後に，以上の考察を踏まえて，Marsh の著作の翻訳である『馬耳蘇氏記簿法』がわが
国の簿記の発達史において果たした役割を明らかにしたい。 
 Marsh(1850a)によれば，当時の米国では，単式簿記は不完全さを有しているにもかかわ
らず，その実用性と単式簿記システムの改良により，複式簿記よりも多く用いられていた。
Marsh は，単式簿記の利用者として，複式簿記を習得する時間のない者や，仕事で複式簿
記を必要としない者，複式簿記を学ぶには年齢的にまだ早いもの，そして複式簿記を勉強
する準備段階とする者を挙げている(Marsh1850a，ⅳ)。 
 わが国において，Marsh の著書は，明治初期の学制の下，簿記を学ぼうとする初学者の
ために出版された。これは，Marsh の著書の対象が，複式簿記を学ぶには年齢的にまだ早
いもの，そして複式簿記を勉強する準備段階とする者であるために，わが国の教科書の原
本に選ばれたと推測される。 
 この著書の内容に目を向けるならば，本章のこれまでの考察で見たように，単式簿記は
1 つの取引を 2 重分類的複式により認識しており，この点は複式簿記と同様である。すな
わち，Marsh による単式簿記と複式簿記は，記録の方法において異なるものの，それらの
認識方法は同じであるということができる。米国と同様に，当時の日本の企業は大規模な
株式会社よりも中小規模の個人企業が多く，したがって米国の状況を見てわが国の諸先学
は単式簿記が最も有用であると考えたと推測される。すなわち，明治初期のわが国では，
単式簿記を，複式簿記の簡略システムとして位置づけていたと考えられる。 
企業会計では，単式簿記・複式簿記のいずれにおいても，会計測定者は経済事象を 2重
分類的に認識・測定して会計記録を作っていく。また，このような基本的な構造は堅持し
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つつも，資本主義経済の発達の程度，もしくは会計情報利用者の要請により，企業会計シ
ステムは柔軟に変化していく。Marsh の単式簿記と複式簿記の理論は，このような企業会
計の特質を明快に描き出しているものであり，現代会計のさまざまな問題を考察する際に，
解決のための大きな手がかりを与えてくれる。 
 
(1） 本章は，矢野(2013)を補筆訂正したものである。 
(2)  2 重分類的複式とは，「生起した経済事象を，“資金の運用先”と“資金の調達先”
という 2 側面から見た『資金の流れ』として認識し，測定していく方法を，『2 重分類的複
式』による認識・測定方法といい，会計測定者の基本的な認識方法として理解される。」(木
戸田 2001，32。著者注：下線は原文の通り。)というものである。 
本章において，2 重分類的複式とは 2 重記入の意味で用いている。本章で用いている 2
重分類的複式とは，主に井尻雄士氏の「分類的複式簿記」と「因果的複式簿記」を示す(井
尻 1968，139‐144)。しかし，「資金的 2 勘定系統説」によれば，因果的複式簿記は全て
分類的複式簿記となる(杉本 1991，74‐79)。 
例えば，商品を掛けで仕入れた場合の仕訳は，次のようになる。(Marsh1850a では，商
品勘定は三分法で仕訳が行われている。) 
(借)仕 入  ×××   (貸)買掛金  ××× ………(a) 
 借方の仕入勘定は費用に属する勘定であり，一方の貸方は負債に属する勘定であり，「資
金的 2勘定系統説」によれば共に「資金源泉から見た資金の流れ個別具体的に表現するた
めの勘定」であるため(杉本 1991，97‐100)，この仕訳は因果的複式簿記となる。 
ここでさらにこの仕訳の借方と貸方を分解して見ると，例えば相手勘定に現金を入れる
と， 
(借)仕 入  ×××   (貸)現 金  ××× ………(b) 
(借)現 金  ×××   (貸)買掛金  ××× ………(c) 
となる。 
 ４２ 
(b)では，借方の仕入勘定は費用に属する勘定，貸方の現金勘定は資産に属する勘定であ
り，これらは「資金的 2 勘定系統説」における「資金形態から見た資金の流れ個別具体的
に表現するための勘定」と「資金源泉から見た資金の流れ個別具体的に表現するための勘
定」であるため，分類的複式簿記である。(c)も同様に，借方が「資金形態から見た資金の
流れ個別具体的に表現するための勘定」，貸方が「資金源泉から見た資金の流れ個別具体的
に表現するための勘定」であるため，分類的複式簿記となる。したがって，全ての因果的
複式簿記は分類的複式簿記となるのである。 
この点について，山形大学の洪慈乙氏より極めて有用なご指摘を受けた。感謝申し上げ
る。 
(3)  Christopher Columbus Marsh(1806～1884)は，ニューヨークで会計士業務及び簿
記・商事事務の指導を行っていた，初期の会計士である。彼は，1830 年代から 1880 年代
にかけて，単式簿記及び複式簿記に関する著書を数多く記した。 
(4)  Marsh による第 1 の改良点は，検算と trial balance の作成である。それまでの単式
簿記では，検算の欠如がよく知られている欠点であった。第 2の改良点は，共通の勘定帳
簿の導入である(Marsh1850a，ⅲ‐ⅳ)。 
(5)  Marsh(1850a)とMarsh(1871a)は，一部を除いて内容がほぼ同じである。すなわち，
1853 年に出版された Marsh(1871a)の初版は，Marsh(1850a)を基としており，版を重ね
る中で修正や変更が行われたと考えられる。 
(6)  小林儀秀(1847～1904)は， 13 歳のとき英国公使館に預けられ，公使館付医師ウイ
リアム・ウイリス(1837～1894)から英語を学ぶ。1863 年に慶応義塾に入門し，そこで簿
記について学んだ。 
(7)  杉本(1991)では，「決算財務諸表は，(中略)各勘定において算出される貸借差額を一
覧表示するものであるが，その貸借差額は，一会計期間にわたって蓄積された分析的測定
結果を定期的に集計する，という特別の会計処理をほどこすことによって算出しうるもの
である。したがって，決算財務諸表は一会計期間にわたって蓄積された各種の分析的測定
 ４３ 
結果としての複式の勘定記録の『要約表』または『総括表』であり，」また，そのような要
約表または総括表を作成するプロセスは『会計測定の総合化』または『総合的会計測定』
のプロセスである，といいうるわけである。(杉本 1991，130‐131)」と述べられている。 
(8)  津村(2010)では，幼少者にも読みやすくするために，文章を区切ったことを挙げて
いる。帳簿様式については，1つもしくは 1 日の取引が帳簿の複数頁に跨る際には，「次へ」，
「前ヨリ」と記すことで，記帳のつながりを明確にしようとする工夫を挙げている。さら
に，原著に倣い，合計額が計算されていることが『帳合之法』とは異なると述べている。
このことについて，津村(2010)は，「これは記録と計算が分離した日本固有の簿記と，これ
を一体として記録する西洋簿記の違いを示し，その適切な理解を推進させたものと推察で
きる。(津村 2010，55)」とまとめている。本章について，津村氏より詳細かつ有用なご指
摘を受けた。感謝申し上げる。 
(9)  久野(1985)では，Marsh(1831)と Marsh(1858)内の資産負債対照表と損益対照表を
同一としているが，Marsh(1858)には，株主資本の変動の計算が加えられている。 
(10)   Marsh(1850a)の設例では出資者が 1 人の個人企業を仮定しているが，
Marsh(1871a)では出資者が 2 人の組合企業を仮定している。 
(11)  以下で説明している帳簿の和名は，小林(1875)と対応している。元来，これらは，
19世紀に我が国で使用されていたものである。現在の企業会計では単式簿記を用いてはお
らず，また，わが国の 19 世紀における複式簿記の体系は現代の複式簿記とは異なってい
るため，本章では当時の帳簿の名称を使用することが適切であると考えられる。 
(12)  本章では，Marsh(1850a)で説明されている順番通りに取り上げているが，
Marsh(1871a)では，Cash-Book，Invoice-book，Sale-Book，Bill-Book，Day-Book，Leger，
Shipment-Book の順に紹介されている。 
(13)  送状控帳は，現代において，商品仕入帳に相当する。 
(14)  Marsh(1871a)では，TRANSACTION97 として，オークションにて船を購入し，
小切手にて売り渡すという取引が加えられている（Marsh1871a，33）。 
 ４４ 
(15)  杉本(1991)によると，「企業の会計担当者などは，企業の経済事象について，その
生起時期もしくは帰属期間を認識し，かつ『価値の流れ』の大いさを認識するだけでなく，
さらに，まことに特異な認識をする，とみなされる。ここで『特異な認識』というのは，
一方向への『価値の流れ』についてさえも，これを『二面』的・『二重分類』的・『複眼』
的に，つまり『複式』に，認識することをさしている。(杉本 1991，74)」と述べられてい
る。 
(16)  Marsh(1850a)の設例の各取引で用いる帳簿は(資料 1)の通りである。 
(17)  安平(2007)においても次のように述べられている。「要するに，複式簿記と単式簿
記の違いは，記帳対象の種類が多いか少ないか，したがって，記帳手続が複雑かどうかと
いうことにあるのではなく，記帳が例外なき二面的記入のルールによって行われているか
どうか，そのような原理的仕組みをもっているかどうかという点にある。」 
(18)  TRANSACTION5 は，｢数回にわたる荷馬車の運賃と店用備品の代金を現金で支払
う。(Marsh1850a，10)｣である。これらの取引については，金銀出納帳に支払った現金の
金額を記録するのみであり(Marsh1850a，10)，相手勘定の記録は行われない。 
(19)  Marsh(1850a)では，1 年に 1 回もしくは 2 回作成されるべき財務諸表として，
Balance-sheet を挙げている(Marsh1850a，32)。Balance-sheetは，上部の資産・負債・
資本を表示する“Balance of my Property and Debts.”の部と，下部の期首と期末の資本
の差額から利益を求める“CALCULATION TO ASCERTAIN THE GAIN OR LOSS OF 
THE BUSINESS.”の部 (著者注：この名称は Marsh(1853)以降の版で見られ，
Marsh(1850a)においてはまだこの名称は付けられていない。)が，見開き 2 ページにわた
ってまとめて表示されている。 
(20)  Marsh(1850a)において，“Balance of my Property and Debts.”となっているが，
Marsh(1871a)では“Balance of our Property and Debts.”である。 
(21)  Marsh(1850a)における“Balance-sheet”は，今日作成されている貸借対照表では
なく，残高集計表である。 
 ４５ 
(22)  杉本(1991)，洪・杉本(1995)，和田(2008)によれば，会計帳簿における諸勘定は，
企業の経済事象を資金の流れとして認識･測定した結果が総額で記録されたものである。 
(23)  渡邉(2012)において，「…（単式簿記の：筆者注）元帳には，人名勘定と残高勘定
だけしか設けられず，そこでは，費用や収益に関する勘定は，設けられることはなく，ス
トックの側面から，資産(債権)と負債(債務)の差額計算によって利益を求めるという方法を
採っている。したがって，そこで求められる利益は，単に債権と債務の差額であり，企業
全体の総括損益計算という点からは，不十分な損益計算といえる。」と述べられている(渡
邉 2012，132)。しかし，本章で述べたように，何らかの経済的な状況によっては，収益と
費用が会計情報として意味を持たないため，このとき収益と費用の対比による利益計算方
法ではなく，期末と期首の資本の差額による利益計算方法が採用されるのではなかろうか。 
 ４６ 
（資料１） Marsh(1850a)の各設例で用いる帳簿 
(Marsh1850a，9‐27 頁設例より作成。) 
 
（1）現金$5000 を資本金として開業する。（MAY 4.） 
借方 （Cash-Book） 5,000.00 貸方 （Day-Book） 5,000.00 
（2）John Stevens から商品を現金で仕入れた。（MAY 4.） 
借方 （Invoice-Book） 186.86 貸方 （Cash-Book） 186.86 
（3）Pettis & Roome から商品を掛けで仕入れた。（MAY 5.） 
借方 （Invoice-Book） 265.60 貸方 （Day-Book） 265.60 
（4）競りにおいて商品を現金で仕入れた。（MAY 6.） 
借方 （Invoice-Book） 170.94 貸方 （Cash-Book） 170.94 
（5）設備の代金及び荷馬車による運賃を支払った。（MAY 6.） 
借方 （記帳なし）  貸方 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
64.00 
3.60 
（6）Hogan&Brown から商品を掛けで仕入れた。（MAY 7.） 
借方 （Invoice-Book） 59.42 貸方 （Day-Book） 59.42 
（7）Hallet & Brown から 6 ヶ月の支払猶予期間で商品を仕入れた。しかし、相手にまだ
手形は渡していない。（MAY 8.） 
借方 （Invoice-Book） 296.36 貸方 （Day-Book） 296.36 
（8）Parker, Howard & Co.から商品を購入し，90日間の手形を渡した。（MAY 10.） 
借方 （Invoice-Book） 184.68 貸方 （Bill-Book:P） 184.68 
（9）John Stevens に現金を貸し付けた。（MAY 11.） 
借方 （Day-Book） 50.00 貸方 （Cash-Book） 50.00 
（10）本日現金で商品を小売りした。（MAY 13.） 
借方 （Cash-Book） 28.64 貸方 （記入なし）  
 ４７ 
（11）（7）の支払手形を渡す。（MAY 14.） 
借方 （Day-Book） 296.36 貸方 （Bill-Book:P） 296.36 
（12）Pettis & Roome に対する買掛金を現金で支払う。（MAY 15.） 
借方 （Day-Book） 50.00 貸方 （Cash-Book） 50.00 
（13）Charles Simmons より、彼が買い入れを希望している商品の金額が書かれている
手形を受け取った。（MAY 16.） 
借方 （記帳なし）  貸方 （Day-Book） 75.40 
（14）Barclsy & Livingston から商品を仕入れた。代金のうち$200 は 4ヶ月の手形で、
現金で$100 支払い、残りの$120.22 は掛けとした。（MAY 16.） 
借方 
（Invoice-Book） 420.22 
貸方 
（Bill-Book:P） 
（Cash-Book） 
（Day-Book） 
200.00 
100.00 
120.22 
（15）Pettis & Roome に対する買掛金のうち、$220 は 60 日の手形とし、$15.60 は現金
で支払った。（MAY 17.） 
借方 
（Day-Book） 
215.60 貸方 
（Bill-Book:P） 
（Cash-Book） 
200.00 
15.60 
（16）ボストンの Jonathan Jones にサバを 20 バレル積送してほしいと書簡で伝えた。
本日商品が到着し、金額は$116.60 だった。代金と一緒に船と馬車による運送費$4.87 を
支払った。（MAY 18.） 
借方 （Invoice-Book） 116.60 貸方 
（Day-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
116.60 
4.00 
0.87 
（17）C. Simmons に商品を掛けで売り渡した。（MAY 18.） 
借方 （Day-Book） 63.27 貸方 （Sales-Book） 63.27 
 
 ４８ 
（18）William Lawrence に商品を掛けで売り渡した。（MAY 19.） 
借方 （Day-Book） 142.08 貸方 （Sales-Book） 142.08 
（19）本日現金で商品を小売した。（MAY 21.） 
借方 （Cash-Book） 44.62 貸方 （記帳なし）  
（20）私的な費用の支払いのために、現金$25 を支払った。（MAY 22? 21.） 
借方 （Day-Book） 25.00 貸方 （Cash-Book） 25.00 
（21）Wm. Lawrence より、（14）の売掛金の代金として$100 は 30日の受取手形を、残
りの$42.08 は現金で受け取った。（MAY 22.） 
借方 
（Bill-Book:R） 
（Cash-book） 
100.00 
42.08 
貸方 
（Day-Book） 142.08 
（22）W. B. Brown に商品を掛けで売り渡した。（MAY 22.） 
借方 （Day-Book） 153.97 貸方 （Sales-Book） 153.97 
（23）本日現金で商品を小売した。（MAY 23.） 
借方 （Cash-Book） 38.94 貸方 （記帳なし）  
（24）Charles Simmons、P. S. Thompson、Henry Small、W. S. Christman に商品を掛
けで売り渡した。（MAY 23.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
6.00 
44.60 
31.72 
99.04 
貸方 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
6.00 
44.60 
31.72 
99.04 
（25）John Stevens から（9）の返済を受けた。また、彼から$150 を借り受けた。（MAY 
25.） 
借方 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
50.00 
150.00 
貸方 
（Day-Book） 
200.00 
 
 ４９ 
（26）本日現金で商品を小売した。また、J. Farrington、P. S. Thompson、H. Small、
James Richings に商品を掛けで売り渡した。（MAY 25.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Cash-Book） 
18.00 
16.20 
42.39 
52.47 
17.92 
貸方 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
 
18.00 
16.20 
42.39 
52.47 
 
（27）C. Huntington より商品を掛けで仕入れた。（MAY 26.） 
借方 （Invoice-Book） 80.48 貸方 （Day-Book） 80.48 
（28）J. Stevens より商品を掛けで仕入れた。（MAY 26.） 
借方 （Invoice-Book） 112.77 貸方 （Day-Book） 112.77 
（29）ウィスキーと煙草の運送費を現金で支払った。（MAY 27.） 
借方 （記帳なし）  貸方 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
1.12 
1.00 
（30）建物を建てるために Joseph Johnson を雇った。彼に賃金を払うと共に、商品を現
物支給した。（MAY 27.） 
借方 
（Day-Book） 69.65 
貸方 
（Sales-Book） 
（Cash-Book） 
49.65 
20.00 
（31）1000 枚カードを印刷したため、現金で支払った。（MAY 28.） 
借方 （記入なし）  貸方 （Cash-Book） 15.00 
（32）（28）に対して、John Stevens に 3ヶ月の手形を渡した。（MAY 29.） 
借方 （Day-Book） 112.77 貸方 
（Bill-Book:P） 
112.77 
 
 
 
 ５０ 
（33）J. Farrington と W. B. Brown に商品を掛けで売り渡した。（MAY 29.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
47.41 
93.50 
貸方 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
47.41 
93.50 
（34）店員に現金と手形を回収させた。（MAY 30.） 
借方 
（Bill-Book:R） 
（Bill-Book:R） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
153.97 
44.60 
31.72 
50.00 
貸方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
153.97 
44.60 
31.72 
50.00 
（35）John Stevens に（25）の借入金を返済した。（MAY 30.） 
借方 （Day-Book） 150.00 貸方 （Cash-Book） 150.00 
（36）主任事務員の John Sims に給料$25 を現金で支払った。（MAY 31.） 
借方 （Day-Book） 25.00 貸方 （Cash-Book） 25.00 
（37）本日現金で商品を小売した。また、J. Richings、W. S. Christman、 J. Farrington、
W. Lawrenceに商品を掛けで売り渡した。（MAY 31.） 
借方 
（Cash-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
34.40 
50.62 
2.40 
43.75 
48.20 
貸方 
 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
 
50.62 
2.40 
43.75 
48.20 
（38）（14）の Barclsy & Livingston に対する売掛金を 3ヶ月の手形にして渡す。利子は
93日で 6%で、$1.86 となる。（JUNE 1.） 
借方 
（Day-Book） 
 
120.22 
1.86 
貸方 
（Bill-Book:P） 122.08 
 
 
 
 ５１ 
（39）J. C. Ricker に、商売を開始したときに購入した帳簿やその他の文具の代金に対す
る手形を支払う。（JUNE 2.） 
借方 （記帳なし）  貸方 （Cash-Book） 27.00 
（40）ボルティモアの W. A. Moale にバージニア・ハムを送るよう手紙を書いた。ハムが
届き、代金は$293.75 だった。馬車と船の運送費$4.95 を支払う。（JUNE 3.） 
借方 
（Invoice-Book） 
 
 
293.75 
 
 
貸方 
（Day-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
293.75 
3.20 
1.75 
（41）本日現金で小売した商品は$35.45 だった。そして、W. Lawrence、Jas. Richings、
J. Farrington、R. Jessup に掛けで小売する。（JUNE 3.） 
借方 
（Cash-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
35.45 
21.60 
57.78 
120.10 
110.40 
貸方 
 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
 
21.60 
57.78 
120.10 
110.40 
（42）Hone, Coster, & Co.より果物を仕入れ、3 ヶ月の手形を渡す。（JUNE 4.） 
借方 （Invoice-Book） 92.95 貸方 （Bill-Book:P） 92.95 
（43）Parker, Howard, & Co.より掛けで小麦粉を買い入れる。（JUNE 4.） 
借方 （Invoice-Book） 222.50 貸方 （Day-Book） 222.50 
（44）本日現金で商品を小売りする。（JUNE 5.） 
借方 （Cash-Book） 56.80 貸方 （記帳なし）  
 
 
 
 
 ５２ 
（45）店員が J. Farrington と J. Riching より 3 ヶ月の手形を、W. S. Christman とW. 
Lawrence と W. B. Brown より現金を回収する。（JUNE 5.） 
借方 
（Bill-Book:R） 
（Bill-Book:R） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
109.16 
103.09 
51.44 
48.20 
50.00 
貸方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
109.16 
103.09 
51.44 
48.20 
50.00 
（46）本日商品を掛けで売り渡す。（JUNE 6.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
54.72 
97.68 
39.80 
15.75 
21.76 
貸方 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
54.72 
97.68 
39.80 
15.75 
21.76 
（47）買掛金を現金で支払う。（JUNE 7.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
59.42 
6.13 
80.48 
貸方 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Bill-Book:P） 
59.42 
6.13 
80.48 
（48）買掛金を手形にして届ける。また現金で支払う。（JUNE 9.） 
借方 （Day-Book） 222.50 貸方 
（Bill-Book:R） 
（Bill-Book:R） 
（Cash-Book） 
44.60 
109.16 
68.74 
（49）荷馬車屋と店員、そして私的な費用を現金で支払う。（JUNE 10.） 
借方 
 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
 
15.50 
40.00 
貸方 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
3.12 
15.50 
40.00 
 ５３ 
（50）現金で商品を小売する。また、本日掛けで仕入れた商品を販売する。（JUNE 11.） 
借方 
（Invoice-Book） 
（Cash-Book） 
（Day-Book） 
546.00 
29.64 
75.20 
貸方 
（Day-Book） 
 
（Sales-Book） 
546.00 
 
75.20 
（51）掛けで商品を販売する。また、現金を支払う。（JUNE 12.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
22.15 
109.00 
53.50 
34.25 
44.05 
15.00 
貸方 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Cash-Book） 
22.15 
109.00 
53.50 
34.25 
44.05 
15.00 
（52）商品を仕入れる。P. & R への代金の半分は手形で、また H. &M.への代金の半分は
現金で支払う。（JUNE 13.） 
借方 
（Invoice-Book） 
（Invoice-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
396.26 
198.00 
198.13 
99.00 
貸方 
 
 
（Bill-Book:P） 
（Cash-Book） 
 
 
198.13 
99.00 
（53）商品を掛けで売り渡す。（JUNE 14.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
70.50 
26.50 
66.80 
49.45 
32.76 
79.09 
貸方 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
70.50 
26.50 
66.80 
49.45 
32.76 
79.09 
 
 ５４ 
（54）現金と 60 日の手形を受け取る。（JUNE 15.） 
借方 
（Cash-Book） 
（Bill-Book:R） 
16.20 
97.68 
貸方 
（Day-Book） 
 
113.88 
 
（55）60 日の手形を受け取る。利子の 82 セントを含む。（JUNE 15.） 
借方 （Bill-Book:R） 83.01 貸方 
（Day-Book） 82.19 
0.82 
（56）店員が現金と 4ヶ月の手形を回収する。（JUNE 16.） 
借方 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Bill-Book:R） 
43.50 
54.72 
110.40 
貸方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
43.50 
165.12 
（57）3 ヶ月の手形を受け取る。利子は$1.86。（JUNE 16.） 
借方 
（Bill-Book:R） 
 
121.96 
 
貸方 
（Day-Book） 120.10 
1.86 
（58）商品を掛けで売り渡す。（JUNE 17.） 
借方 
（Invoice-Book） 
（Invoice-Book） 
325.00 
169.38 
貸方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
325.00 
169.38 
（59）荷馬車の代金等を現金で支払う。また現金$300 を借り入れる。（JUNE 17.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
 
（Cash-Book） 
10.00 
10.00 
20.00 
400.00 
 
300.00 
貸方 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Day-Book） 
7.50 
10.00 
10.00 
20.00 
400.00 
300.00 
（60）為替手形を受け取る。（JUNE 19.） 
借方 （Day-Book） 200.00 貸方 （Bill-Book:P） 200.00 
 ５５ 
（61）商品を掛けで売り渡す。（JUNE 19.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
36.50 
44.00 
41.80 
59.85 
貸方 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
36.50 
44.00 
41.80 
59.85 
（62）J. Johnson の仕事が完了したため現金で支払う。また、私的費用を支払う。（JUNE 
20.） 
借方 
（Day-Book） 
 
（Day-Book） 
 
31.15 
 
190.80 
 
貸方 
（Cash-Book） 
※22 日に。 
（Day-Book） 
（Cash-Book） 
31.15 
 
175.80 
15.00 
（63）商品を掛けで売り渡す。（JUNE 21.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
59.30 
30.97 
81.08 
43.50 
貸方 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
59.30 
30.97 
81.08 
43.50 
（64）Merchant’s Bank にて割引手形を受け取り、現金を受け取る。（JUNE 21.） 
借方 
（Cash-Book） 
 
（Cash-Book） 
 
152.07 
1.90 
108.17 
2.23 
貸方 
（Bill-Book:R） 
 
（Bill-Book:R） 
153.97 
 
110.40 
（65）家族のいる住居に品物を届ける。（JUNE 22.） 
借方 （Sales-Book） 18.18 貸方 （Day-Book） 18.18 
 
 
 ５６ 
（66）満期が先の 2 件の手形を支払う。（JUNE 22.） 
借方 
（Bill-Book:P） 
 
（Bill-Book:P） 
 
200.00 
 
122.08 
 
貸方 
（Cash-Book） 
 
（Cash-Book） 
 
197.00 
3.00 
120.57 
1.51 
（67）手形を売却する。これはまだ満期が到来していない。（JUNE 23.） 
借方 
（Day-Book） 
 
225.05 
 
貸方 
（Bill-Book:R） 
（Bill-Book:R） 
103.09 
121.96 
（68 手形の満期がきたため、現金を受け取る。（JUNE 24.） 
借方 （Cash-Book） 100.00 貸方 （Bill-Book:R） 100.00 
（69）商品を掛けで売り渡す。（JUNE 25.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
52.50 
24.00 
129.00 
23.00 
貸方 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
（Sales-Book） 
52.50 
24.00 
129.00 
23.00 
（70）ボルティモアの W. A. Moale より商品を積送するよう書面が届いたため、本日送る。
（JUNE 26.） 
借方 （Day-Book） 593.62 貸方 （Sales-Book） 593.62 
（71）ボストンの J.Jones より C.Huntington を引受人とした手形を受け取った。しかし
C.Huntington に対する残高が残っているため手形を振り出した。（JUNE 27.） 
借方 （Day-Book） 316.60 貸方 （Day-Book） 316.60 
 
 
 
 
 ５７ 
（72）店員が手形と現金を回収する。（JUNE 30.） 
借方 
（Bill-Book:R） 
（Bill-Book:R） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
100.00 
120.00 
25.00 
40.00 
貸方 
（Day-Book） 
 
（Day-Book） 
 
100.00 
120.00 
25.00 
40.00 
（73）店員が手形と現金を回収する。（JULY 2.） 
借方 
（Bill-Book:R） 
（Bill-Book:R） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
130.00 
100.00 
4.58 
39.97 
貸方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
130.00 
100.00 
4.58 
39.97 
（74）6 月 19 日に引き受けた手形が満期到来したため支払う。（JULY 2.） 
借方 （Bill-Book:P） 200.00 貸方 （Cash-Book） 200.00 
（75）6 月 27日にボストンの J.Jones より残金$200 に対する手形を受け取る。（JULY 4.） 
借方 （Day-Book） 200.00 貸方 （Day-Book） 200.00 
（76）3 ヶ月の手形を受け取る。利子は 93日で$1.93。（JULY 6.） 
借方 （Bill-Book:R） 127.44 貸方 （Day-Book） 125.50 
1.94 
（77）Pettis & Roome に商品を掛けで売った。あなたは，Baltimore の W. A. Moale に対
し 10 日間の支払い猶予で$150 の為替を振り出した。（JULY 8.） 
借方 （Day-Book） 150.00 貸方 （Day-Book） 150.00 
（78）商品を掛けで仕入れる（JULY 10.） 
借方 （Invoice-Book） 325.00 貸方 （Day-Book） 325.00 
 
 
 
 ５８ 
（79）ニューアークの George Morris より、彼に委託した 25 バレルのドライピーチを販
売したとの連絡を受け取った。馬車と船による運送費を現金で支払った。（JULY 12.） 
借方 
（Day-Book） 
 
9.50 
 
貸方 
（Cash-Book） 
（Invoice-Book） 
9.50 
（記帳なし） 
（80）ハバナの Carrias & Nephew に商品を送り、委託販売した。（JULY 13.） 
借方 
（Shipment-Book） 
 
 
555.01 
 
 
貸方 
（Sales-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
500.00 
40.01 
15.00 
（81）6 ヶ月の手形に対して現金で支払う。利子は$15.25。（JULY 15.） 
借方 
（Bill-Book:R） 
 
515.25 
 
貸方 
（Cash-Book） 500.00 
15.25 
（82）John Sims が退職した。2 か月分の給料を支払った。（JULY 16.） 
借方 
 
（Day-Book） 
 
32.84 
貸方 
（Day-Book） 
（Cash-Book） 
83.34 
32.84 
（83）本日現金で商品を小売した。またドライピーチを委託販売した。（JULY 16.） 
借方 （Cash-Book） 
（Cash-Book） 
45.00 
32.50 
貸方 （Sales-Book） 
 
（記帳なし） 
（84）掛けで商品を売り渡した。（JULY 17.） 
借方 （Day-Book） 
（Day-Book） 
 
（Day-Book） 
 
11.25 
56.85 
 
84.25 
 
貸方  
（Sales-Book） 
 
 
45.60 
11.25 
73.00 
11.25 
 
 
 ５９ 
（85）ボルティモアのW. A. MoaleからC.Huntington に対する 3日の手形を受け取った。
（JULY 18.） 
借方 （Bill-Book:R） 400.00 貸方 （Day-Book） 400.00 
（86）掛けで商品を売り渡した。（JULY 19.） 
借方 
（Day-Book） 
 
（Day-Book） 
 
（Day-Book） 
27.25 
 
65.67 
 
73.60 
貸方 
（Sales-Book） 
 
（Sales-Book） 
 
（Sales-Book） 
16.00 
11.25 
55.67 
10.00 
73.60 
（87）委託販売のため、Charleston に商品を輸送し、S. Chadwick に委託した商品が販売
された。（JULY 20.） 
借方 
（Shipment-Book） 377.00 
貸方 
（Sales-Book） 
（Cash-Book） 
365.00 
12.00 
（88）買掛金を現金で支払った。（JULY 21.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
 
99.00 
125.00 
50.00 
75.00 
 
貸方 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
（Sales-Book） 
99.00 
125.00 
50.00 
50.00 
25.00 
（89）George Morris から委託された商品を販売した。（JULY 23.） 
借方 
（Day-Book） 
 
7.25 貸方 
（Day-Book） 
（Sales-Book） 
125.00 
（90）C. Huntington の手形の引受け，W. A. Moale の手形が満期日を迎え，支払われた。
（JULY 24.） 
借方 （Cash-Book） 400.00 貸方 （Bill-Book:R） 400.00 
 ６０ 
（91）（87）の商品を C. Huntington に掛けで売り渡した。（JULY 26.） 
借方 （Day-Book） 414.70 貸方 （Shipment-Book） 414.70 
（92）C.Huntington の引き受けを受け、W. A. Moale の手形の支払期日が到来したため支
払った。（JULY 28.） 
借方 
（Day-Book） 108.25 
貸方 
（Cash-Book） 
（Sales-Book） 
46.38 
61.87 
（93）商品を仕入れた。代金の半分は 3 ヶ月の手形とし、残りはまだ支払っていない。
（JULY 29.） 
借方 
（Invoice-Book） 261.25 
貸方 
（Day-Book） 
（Bill-Book:P） 
131.25 
130.00 
（94）店員が現金を回収した。（JULY 30.） 
借方 
（Cash-Book） 
（Cash-Book） 
26.80 
32.81 
貸方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
26.80 
32.81 
（95）60 日の手形を引き受けた。（JULY 30.） 
借方 （Day-Book） 142.00 貸方 （Bill-Book:P） 142.00 
（96）勘定を確認し、利息の残金を計算した。（JULY 30.） 
借方 
（Day-Book） 
（Day-Book） 
0.15 
1.26 
貸方 
（Day-Book） 512.39 
 
 ６１ 
第３章 期末資本の 2重計算構造の確立と複式簿記 
――Marshの 1850年代の業績の比較を通して―― 
 
はじめに 
 
 本章の目的は，19 世紀に米国で出版された C. C. Marsh の著作を手がかりとして，1850
年代の米国における，期末資本の 2 重計算構造(1)が確立されるまでの変遷とその特徴や意
義を明らかにすることである。 
 先行研究によると，1870 年代以降に米国及びわが国で出版された複式簿記に関する多く
の著作では，決算財務諸表において「期末資本」を重視した計算がなされているとされて
いる(木戸田 2012，16‐18；園 2012，62‐66)。 
例えば，この時代の代表的著作の 1つである，1874 年(明治 7年)に福澤諭吉によって翻
訳された『帳合之法』では，本式すなわち複式簿記による決算財務諸表の表示方法は，書
式の前半で現在の用語では期末資産に当たる元手と期末負債に当たる払口から純資産に当
たる正味元手ないし現在ノ身代を計算し，後半では利益と損亡から正味ノ利潤が求められ
ている。さらに，正味ノ利益に初ノ元入高を加算して，書式の前半で求めた現在ノ身代と
同額であることを示し，2つの計算が正確であることを証明している(園 2012，65)。 
この期末資本の 2 重計算構造は，Marsh(1859b)においても同様である。 
しかしながら，次項以降で詳しく述べるが，Marsh の一連の著作を比較してみると，1850
年頃は，現在の貸借対照表に相当する「財産債務残高一覧表(Balances of our Property and 
Debts.)」では期末資本を，現在の損益計算書に相当する「収益費用残高一覧表(Balances of 
our Profits and Losses.)」では当期純利益を求めているのみであり，期末資本の 2 重計算
どころか何らかの計算要素の 2 重計算は行われていない(Marsh1850b，49，51)。Marsh
の簿記書については，西川(1972)(1982)や片岡(2006)，久野(1979)，津村(2010)，久野(1985)
などの先行研究があるが，このことについては詳しく検討されていない。 
 ６２ 
また，期末資本の 2重計算については，1841 年にアメリカで出版された T. Jones“The 
Principles and Practice of Book-keeping, Embracing an Entirely New and Improved 
Method of Imparting the Science”や，1843 年にイギリスで出版された B. F. Foster の
“Double Entry Elucidated: An Improved Method of Teaching Book-keeping”において
行われていたことが明らかになっている(中野 1992，151‐183)。しかし，本論文では，
Marsh の著書の意義を，どれだけ多くの人に Marsh の考えが広められたのかという努力
や，わが国において Marsh の著書が小林儀秀によって翻訳された後，これに続く形でど
れだけ多くのテキストが出版されたのかという貢献度に見出している。その上で，Marsh
の一連の著作における記帳方法の変遷を追い，Marsh の著作において期末資本の 2 重計算
が行われ始めた時期を明らかにしている(2)。 
 本章では主に Marsh(1850b)とMarsh(1859b)との比較から，期末資本の 2重計算が行わ
れ始めた時期を明らかにするとともに，当時の米国の経済的背景と照らし合わせつつ，そ
の計算構造の意味及びこのような計算構造を成さしめた理由を明らかにしていく。 
 まず，Marsh の複式簿記に関する著作について概観することとする。 
Marsh の複式簿記に関する著作の初版は 1830 年であり，その書名は“The Science of 
Double-Entry Book-Keeping, Simplified by the introduction of an Infallible Rule for Dr. 
and Cr. calculated to insure a complete knowledge of the Theory and Practice of 
Accounts.”である(Marsh1850b，表紙裏。著者注：下線は著者による。)。1851 年より書
名を“The Science of Double-Entry Book-Keeping, Simplified by the application of an 
Infallible Rule for Journalizing: calculated to insure a complete knowledge of the 
Theory and Practice of Accounts” (著者注：下線は著者による。)と変え，以後改訂や加
筆・修正をされつつ，何度も出版されている。 
 1830年から 1850 年までに出版された著作の書名より，その目的が「借方と貸方
．．．．．
に関す
る絶対的な規則の導入
．．
」(著者注：傍点は著者による。)であったのに対し，1851 年以降に
出版された著作では「記帳
．．
に関する絶対的な規則の適用
．．
」(著者注：傍点は著者による。)
 ６３ 
と変更されたことがわかる。 
 この規則について，Marsh は，「簿記，すなわち勘定術(the science of accounts)は，我々
に対して義務を負っている全てのものと我々が義務を負っている全てのもの，これらは
我々の債権者と債務者である，に関する体系的な表示である。その結果，科学の全体は債
務者と債権者という 2つの用語の上に見出される。したがって，その適用において絶対的
で，その真実において自明な 1つの規則が生じる。」(Marsh1850b，20)と説明している。 
 そこで，この規則について，Marsh は次のようにまとめている。 
 「我々に対して義務を負っているいかなる人や物は借方である。―― 
  我々が義務を負っているいかなる人や物は貸方である。 
  すなわち，言い換えれば， 
  我々に対して義務を負っている全ての人もしくは物は借方である。―― 
  我々が義務を負っている全ての人や物は貸方である。 
  すなわち，手短に言えば， 
  我々に対して義務を負っているものはみな借方，そして 
  我々が義務を負っているものはみな貸方。―― 
(Marsh1850b，20)」 
 特に最初の 2 行については，本書における具体的な記帳例の説明の中で何度も繰り返さ
れている。また，この説明は，Marsh(1859b)以降においても「記帳における絶対的な規則」
として記述されている(Marsh1859b，12；小林 1876，巻上七)。 
 
Ⅰ 残高一覧表の正確性のための期末資本の 2重計算の始まり 
  ――Marsh(1859b)における決算財務諸表―― 
 
１．１ 資産負債残高一覧表の作成 
 Marsh(1859b)では，設例として，出資者 2 人による組合企業を挙げている。この企業
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は，日用品の販売を行なっており，その規模は国内外に支店があり，また国外に委託販売
を行なっている。ここで取り上げられている期間は，1858 年 1 月 5 日から同年 4月 30 日
までと，同年 5 月 16 日から 31日までであり，決算日は 4 月 30 日である。 
Marsh(1859b)では，日々の取引を記録する帳簿として，日用帳(Day-Book)，日記帳
(Journal)，大帳 (Leger)，金銀出納帳 (Cash-Book)，送状控帳 (Invoice-Book)，売物帳
(Sale-Book)，下受売物帳(Commission-Sales-Book)，手形帳 (Bill-Book)の 8 種類の帳簿
を用いている。(著者注：上記の各帳簿の和名は小林(1876)と対応している。) 
 この記帳方法は，当時イギリスで行われていた簿記組織に似ており，また欧州大陸にあ
った総合仕訳制にもよく似ている(西川 1972，273)。 
 
図 3‐1 Marsh(1859b)における複式簿記の帳簿組織 
送 状 控 帳 
   売 物 帳 
   金銀出納帳        日用帳     日記帳     大帳 
下受売物帳 
   手 形 帳 
(出典：西川 1972，273 より抜粋。) 
 
この設例(3)では，資産負債残高一覧表(Balances of our Assets and Liabilities.)(4)と収益
費用残高一覧表の 2 表からなる残高一覧表(BALANCE SHEET.)を作成している。 
資産負債残高一覧表は現在の貸借対照表に相当し，大帳(Leger)より作成される。借方
には資産概念，貸方は負債概念で統一されている(図 3‐2)。 
 まず，借方項目には，現金，商品，受取手形，店用備品，この企業が所有する大型の幌
馬車，商品の売買取引のある 3人の人名勘定，ボストンに委託販売したものの未販売の商
品勘定，そして第 2 会社の商品勘定が並ぶ。人名勘定のうちの 1 人である Charles 
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Lawrence は，ハイチのポルトープランスにおいて委託販売を請け負っている。一方，貸
方には，支払手形と 1 人の人名勘定が並ぶ。貸方の人名勘定の Paul Harris は，第 1会社
を担当している。 
 同表に記載される金額は，現金と受取手形は手持ちの金額であり，商品は実地棚卸によ
る金額である。店用備品は減価償却費を差し引いた後の金額であり，大型の幌馬車は取得
原価による。借方の人名勘定および貸方の人名勘定は，大帳の貸借差額による。また，第
2 会社の商品は，本店から仕入れたものであるため，第 2 会社にある商品の 3 分の 2 の金
額が記載されている。そして，支払手形は，決算日時点で未決済の金額である。 
 さらに同表では，貸方に期末資本が記載されている。Marsh は，期末資本について，資
産と負債の項目の「差額もしくは，差引残額は必ず我々の現在の正味資本である。」と説明
している(Marsh1859b，52)。期末資本は総額だけでなく，出資者ごとの金額も計算され
ている。このように，資産負債残高一覧表，すなわち現在で言うところの貸借対照表は期
末資本を計算する計算書として位置づけられており，当期純利益は計算されていない。 
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図 3‐2 資産負債残高一覧表 
(出典：Marsh1859b，50‐51 より抜粋。日本語訳は著者による。) 
 
１．２ 収益費用残高一覧表の作成 
次に，Marsh(1859b)では，収益費用残高一覧表を作成している。これは，現代の損益計
算書に相当し，資産負債残高一覧表と同じく大帳より作成される(図 3‐3)。 
 
 
 
 
 
3 現金,手許有高・・・・・・ $ 26,274 07  6 支払手形,未決済残高・・・ $ 4,137 11 
4 商品,実地棚卸・・・・・・ 15,000 00 10 Paul Harris,貸方残高・・・・ 4,988 20 
5 受取手形,手許有高・・・・ 6,998 35         
6 店用備品,時価・・・・・・ 270 00   THOMAS BLANCHARD の 持
分 ・・・・・・・$31,144 07 
  
  
7 大型幌馬車,取得原価・・・ 5,000 00 
10  Charles Lawrence,借方残高・ 167 31   C. C. MARSH の持分 
・・・・・・ 20,976 30 
  
  
12 S. H. Lovell,借方残高・・・ 395 00 
13 Walter Howard,借方残高・・ 307 62   正味期末資本,・・・ 52,120 37 
16 ボストンへの積送品,未販売分 
   ・・・・・・・・・・ 3,500 00 
        
18 
  
第 2 会社商品,我々の販売価格の 3
分の 2・・・・・・・ 3,333 33 
        
    61,245 68     61,245 68 
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図 3‐3 収益費用残高一覧表 
3 現金,手許有高・・・・・・ $ 26,274 07  6 支払手形,未決済残高・・・ $ 4,137 11 
4 商品,実地棚卸・・・・・・ 15,000 00 10 Paul Harris,貸方残高・・ 4,988 20 
5 受取手形,手許有高・・・・ 6,998 35         
6 店用備品,時価・・・・・・ 270 00   THOMAS BLANCHARD の
持分・・・・$31,144 07 
  
  
7 大型幌馬車,取得原価・・・ 5,000 00 
10  Charles Lawrence,借方残高・ 167 31   C. C. MARSH の持分 
・・・ 20,976 30 
  
  
12 S. H. Lovell,借方残高・・ 395 00 
13 Walter Howard,借方残高・ 307 62   正味期末資本,・・ 52,120 37 
16 ボストンへの積送品 ,未販売
分・・・・・・・・・・ 3,500 00 
        
18 
  
第 2 会社商品,我々の販売価格
の 3分の 2・・・・・・・ 3,333 33 
        
    61,245 68     61,245 68 
(出典：Marsh1859，50‐51 より抜粋。日本語訳は著者による。) 
 
 貸方には，商品の販売による利益をはじめ，大型の幌馬車の利益，損益集合勘定(Profit 
and Loss)，委託販売による利益，為替による利益，国内外への委託販売による利益が並ぶ。 
また借方には，店用備品の減価償却費，割引額および支払利子，店用費用が並ぶ。 
Marsh(1859b)では，店用備品について減価償却を行っている。その際，減価償却の計算
数値は損益集合勘定を用いて表示される(久野 1985，237)。すなわち，決算整理において，
資産負債残高一覧表の店用備品の金額の 10%が損耗として認識され，まず日用帳
(Day-Book)において借方に損益集合勘定，貸方に店用備品という仕訳が行われている
(Marsh1859b，88)。Marsh の著作を出版年ごとに見ていくと，減価償却は Marsh(1851)
以降より行われている。 
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 さらに，収益と費用の差額から借方に当期純利益が記載されている。これは総額のみな
らず，出資者 2 人で等分した金額も記載している。Marsh は，収益と費用の差額は「必ず
我々の商売の純益である。」(Ｍarsh1859b，53)と説明している。 
 
１．３ Marsh(1859b)における期末計算の 2重計算の確立 
 Marsh(1859b)の特徴として，収益費用残高一覧表で当期純利益を求めた後に，残高一覧
表の検証(Proof of the Balance Sheet.)が行われていることが挙げられる。すなわち，まず
出資者全員の期首資本を示し，その合計額に同表で示された当期純利益を加算することで，
期末資本の合計額が求められるというものである(図 3‐4)。 
 Marsh は，この計算は，残高一覧表が正しいことを示すものであると説明しているよう
に(Marsh1859b，53)，資産負債残高一覧表で求めた期末資本の金額を検算するという目
的で行われており，残高一覧表において期末資本の 2 重計算が行われていることになる。
この計算には，「残高一覧表の検証」というタイトルが付けられている。 
 さらに，Marsh は残高一覧表が正しいとき，期末資本を 2通りの計算方法で求めること
が出来ると述べている(Marsh1859b，53)。1 つめの方法は，資産から負債を減算する方法
であり，もうひとつの方法は，期首資本に当期純利益を加算する方法である(Marsh1859b，
53)。 
 
図 3‐4 残高一覧表の検証  
Thos Blanchard’s old capital (balance of his account)・・・$26,870 46 
C. C. Marsh’s old capital (balance of his account)・・・・・ 16,702 69 
          Net old capital in the business・・・・・・・・・・ 43,573 15 
Net gain by the Balance Sheet・・・・・・・・・・・・・   8,547 22 
       Net present capital・・・・・・・・・・・・・・・ 52,120 37 
出所：(Marsh1859b,50 より抜粋。) 
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この期末資本の 2 重計算は，Marsh の著作を比較してみると，1859 年以降の版より表
示されており，それ以前の版では表示されていない(5)。Bryant & Stratton(1871)や福澤
(1874)，森田(1896)のように，1870 年代から 1890 年代にわが国及び米国にて出版された
簿記書では既に記述されている期末資本の 2 重計算は，Marsh の著作においては 1859 年
より行われ始めたことがわかる。 
ここで 1850 年代の米国経済を概観することとする。 
米国の産業革命は，1830 年頃から，鉄道業の発展と証券市場の活況によって順調に進行
していた。1830 年にニューヨーク証券市場に初の鉄道株であるモホーク・ハドソン鉄道株
が上場し，1840 年代後半からは鉄道債が大量に発行され，イギリスをはじめとするヨーロ
ッパからの資本輸入の主要な手段となった。1840 年代から 50 年代にかけては，鉄道証券
がニューヨーク証券市場の中心となり，この特徴は 1920 年頃まで続いた(菅原 2012，194
‐195)。 
しかし，工業生産が上昇する一方で，原料や資材の価格は高騰し，資金需要の増大に応
えていた銀行信用は限界に達していた。当時の銀行信用は，証券市場と結びつくことによ
って不安定要因を抱え込んでおり，証券担保金融は証券価格の下落とともに総崩れになる
性格のものであった。1853 年には，利子率が上昇し始めたことによって鉄道証券価格は下
落傾向を示すようになり，さらにはクリミア戦争の開始とともにイギリス資本の引き揚げ
が始まってしまい，証券市場はますます不安定になっていった。 
だが，1848 年に発見されたカリフォルニアの金鉱と 1854 年に制定されたカンザス＝ネ
ブラスカ法によって，直ちに危機にはつながらなかった。また，クリミア戦争により一時
的ではあるが，米国の穀物と工業製品の輸出を促進した。 
しかし，クリミア戦争が終結すると穀物価格は下がり始め，鉄道証券の価格は 1853 年
の約半分にまで落ち込んだ。そんな中，コールローン担保用鉄道証券価格の急落を原因と
するオハイオ生命保険信託会社の破産を契機に 1857 年に恐慌が起こった。証券価格の暴
落によりコールローンの回収が困難となり，さらには担保証券も価値が減少し担保として
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の用をなさなくなってしまった。これに対して政府は無策であり，東部と西部は恐慌の影
響を大きく受けたのであった(西川・松尾 1989，16‐20)。 
このような経済的背景の下，Marsh(1859b)では，会計情報利用者の信頼を得るためにい
かにして正確な財務諸表を作成するかを考えた際，期末資本に着目され，期末資本が 2 重
に計算されたものと推察される(6)。当時の経済状況では，会社の存続こそが会計情報利用
者の最大の関心事であったと思われる。会社の存続にとって，期末資本の有高は極めて重
要な要素である。このことこそが，当時の会計実務において期末資本の２重計算が行なわ
れている要因であるように思われる。Marsh もこのような会計情報利用者の要請や会計実
務の状況をみて，自らの簿記構造論を展開していった，と理解されるのである。 
しかし，私見によれば，この「残高一覧表の検証」は，正確な財務諸表の作成以外にも
大きな意味を有しているように思われる。 
すなわち，「残高一覧表の検証」により，期末資本は，元手である期首資本に，経営成
果である当期純利益を合計したものであることが明らかになっているのである(7)。資本主
義社会では，企業の利害関係者は，企業の当期純利益に大変関心を寄せているため，資本
金勘定から損益勘定が分離・派生して開設された(8)(木戸田 2001，46‐59)。 
前述の通り，Marsh は，この計算を残高一覧表が正しいことを示すものであると説明し
ているのみであるが(Marsh1859b，53)，Marsh 自身は，1859 年の以降の版では期末資本
を元手と経営成果に分けて捉えていたことがわかる。 
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図 3‐5 勘定間の数値の振替関係 
     費  用             損  益         収  益 
      費用 
収益 
      
       当期 
利潤 
      
                 
   ②          ①    
資本金 
       
元手 
       
         ③     
       当期 
利潤 
      
              
 (出典：木戸田 2001，84) 
 
Ⅱ 期末資本の 2重計算過渡期における残高一覧表 
  ――Marsh(1850b) の決算財務諸表―― 
 
 Marsh(1850b)では，Marsh(1859b)と同様に，設例として，出資者 2 人による組合企業
を挙げている。この企業は，日用品の販売を行なっており，その規模は国内外に支店があ
り，また国外に委託販売を行なっている。ここで取り上げられている期間は，1829 年 1
月 5 日から同年 7 月 4 日までであり，決算日は 7 月４日である。Marsh(1859b)の設例と
は多少異なる。 
 また，Marsh(1850b)では，日々の取引を記録する帳簿として，14 種類の帳簿を使用し
ている(図 3‐6)。それは，Marsh(1859b)でも用いられている 8 種類の帳簿の他に，売上
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計 算 帳 (Account-Sales-Book) ， 書 簡 帳 (Letter-Book) ， 取 引 人 名 帳
(Account-Current-Book)，金銀受取帳(Receipt-Book)， 小切手帳(Check-Book)，付随費
用帳(Book of Expenses)の 6 種類の帳簿である(著者注：この 6 種類の帳簿の和名は著者に
よる。)。 
しかし，この 6 種類の帳簿は，1851 年以降の版では帳簿として用いられなくなってお
り，これらの帳簿に記載されていた事項は，「商売上式例并計算ノ事(小林 1876 下巻目次)  
(MERCANTILE FORMS AND CALCULATIONS) 」として，商売に関する計算等のた
めの資料として取り上げられている(Marsh1851，185‐218，小林 1876 下巻一‐三十五)。 
 
図 3‐6 Marsh(1850b)における複式簿記の帳簿組織 
Invoice-Book 
Sale-Book 
Cash-Book                       Day-Book       Journal  
Leger 
Commission-Sales-Book 
Bill-Book 
Account-Sales-Book 
Letter-Book              (1851 年版以降) 
Account-Current-Book       MERCANTILE FORMS AND CALCULATIONS 
Receipt-Book              
Check-Book 
Book of Expenses 
(Marsh1850b，Marsh1851 を基に，著者による作成。) 
 
Marsh(1850b)では，試算表(9) (Trial Balance)を作成した後，残高一覧表である財産債務
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残高一覧表(10)と収益費用残高一覧表の 2 表を作成している(11)。 
Marsh(1850b)によると，この残高一覧表は，企業全体の経営の成果もしくは企業の正確
な状態を一目で示すためのものである(Marsh1850b，49)。言い換えれば，この残高一覧
表とは，財産(Property)と負債(Debts)や利益(Profits)と損失(Losses)，したがって企業の
純財産と経営の純利益を編集したものであると説明されている(Marsh1850b，49)。 
 
２．１ 財産債務残高一覧表の作成 
 Marsh(1850b)では，財産債務残高一覧表の各勘定について次のように説明されている。 
 Marsh(1850b)は，財産債務残高一覧表で記載する金額について，「財産と負債の貸借に
関する勘定に先立って，金額は，大帳や，最初の価格で入手し，売れ残った商品の棚卸し
との関係によって得られる。」としている(Marsh1850b，50)(図 3‐7)。 
 まず，「残高一覧表で最初に記載される」(Marsh1850b，50)のは，店の備品の金額であ
る。これは，大帳の 1 ページから移記し，財産債務残高一覧表の借方に記載される。この
ときの金額は，「最初の価格(at first cost)」(Marsh1850b，50)すなわち取得原価である。 
 次に記載されるのは，大型の幌馬車の価格である。これは，「最初の価格」(Marsh1850b，
50)で記載される。この金額は，「手持ちの資産ではなく」(Marsh1850b，50)，資産と利
益の両方」(Marsh1850b，50)を示している。試算表には，期末の資産の金額が記載され
ており，利益額については，収益費用残高一覧表の貸方に記載される。 
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図 3‐7 財産債務残高一覧表 
1 店用備品・・・・・・・・ $  300 〃 2 Panquoqus，・・・・・・ $11，975 78 
2 大型幌馬車・・・・・・・・・・・ 5，000 〃 6 支払手形・・・・・・・・・・ 38，795 82 
4 現金・・・・・・・・・・・ 49，926 32 11 Paul Harris，・・・・・・・・ 654 87 
5 受取手形・・・・・・・・・・・ 20，309 48 12 Henry Austin，・・・・・・・・ 2，131 27 
8 商品・・・・・・・・・・・・ 1，248 50 19 Wm. & Jas. Brown，・・・・・ 6，612 97 
9 ペンシルベニア生命保険証券 5，300 〃 〃 Thomas Blanchard，・・・ 31，751 72 
13 S. H. Lovell，・・・・・・・・・ 395 〃 ・・・・   
〃 Walter Howard，・・・・・・・・ 9，876 86  ・   
18 第２会社商品・・・・・・・ 5，600 〃    ・   
14 ボストンへの積送品・・・・・・・ 4，533 55      ・   
19 Aispurua Hornillos & Co.・ 3，911 40       ・   
20 ニューヨークへの積送品・・・ 6，653 10        ・   
〃 ロンドン第２会社への積送品 4，966 12          ・   
  $118，020 33   $118，020 33 
(出典：Marsh1850b，49 より抜粋。日本語訳は著者による。) 
 
 現金は，「手持ちの金額」(Marsh1850b，50)を示している。 
受取手形は，「手持ちの試算の種類の金額」(Marsh1850b，50)で記載される。一方，支
払手形は負債なので，貸方に記載される(Marsh1850b，50)。 
 次に，商品の金額は，「資産と利益の両方」(Marsh1850b，50)を示している。試算表に
は，期末商品の金額が記載されており，利益額については，収益費用残高一覧表の貸方に
記載される。 
 ペンシルベニアの生命保険証券勘定は，取得原価で記載されている。 
 ボストンへの積送品勘定は，2 回の積送品の金額を示している。1 つは，5 月 18 日に記
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録された日用帳にもあるように，販売された金額である。もう一方は，商品を積送したも
のの期末時点で未販売のものである(Marsh1850b，50)。前者は，収益費用残高一覧表に
記載され，財産債務残高一覧表には 2 回の積送品の合計額が記載される。 
次に，子会社である第 2 会社の商品である。これは，未販売の商品の金額を示している
(Marsh1850b，49)。 
 ニューヨークへの積送品勘定は，販売された金額と積送したものの未販売の金額の両方
を示している(Marsh1850b，51)。前者は，収益費用残高一覧表に記載され，財産債務残
高一覧表にはこれらの合計額が記載される。 
 一方，借方についてであるが，Panquoqus 勘定の貸借は，「彼の有利になるように負債」
(Marsh1850b，50)となる。 
 ポール ハリス (Paul Harris)勘定は，「彼の有利なように貸借を示している」
(Marsh1850b，50)ため，貸方である。 
 最後に，借方と貸方の差額を求めるのであるが，Marsh によると，この差額は決算日に
おける「我々の価値の金額もしくは正味資本である。」(Marsh1850b，51)と説明している。
これは，出資者である Thomas Blanchard と C. C. Marsh に分けられる。 
 
２．２ 収益費用残高一覧表の作成 
 次に，Marsh(1850b)では，収益費用残高一覧表の作成について説明している(図 3‐8)。 
 米勘定は，期末の棚卸しにおいて商品がないため，記載されている金額は全て売り上げ
による利益である(Marsh1850b，50，51)。 
 損益勘定(Profit and Loss)は，「我々の商売を示すものである。」(Marsh1850b，50)と説
明されている。 
久野(1985)が指摘しているように，Marsh(1859b)では，店用備品について減価償却を行
っている。その際，減価償却についての勘定は損益勘定を用いている(久野 1985，237)。
久野(1985)は，減価償却について，Marsh(1831)では言及されていないが，Marsh(1859b)
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では言及されていると紹介している。Marsh の著作を出版年ごとに見ていくと，
Marsh(1851)以降より減価償却が行われている。したがって，ここで示している
Marsh(1850b)では，まだ減価償却について触れられていない。 
割引額および支払利子は，「営業に関する勘定」(Marsh1850b，50)である。したがって，
「損益のみを示す」(Marsh1850b，50)ものであり，ここでは費用の金額を示している。 
ニュー・オリーンズへの積送品勘定は，日用帳に記載された取引における利益を示して
いる(Marsh1850b，50)。 
最後に，営業の開始日(期首)から決算日までの全ての損失と全ての利益が示される。利
益ならば貸方であり，損失であれば借方である(Marsh1850b，51)。この設例では，利益
となる。Marsh によると，この差額は「営業の純利益である。」(Marsh1850b，51)と説明
されている。 
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図 3‐8 収益費用残高一覧表 
10 割引及び利息・・・・・・・ $  52 68 2 大型幌馬車・・・・・・・・ $1，224 〃 
〃 店用費用・・・・・・・・・ 1，391 56 7 米・・・・・・・・・・・ 353 75 
21 ハンブルグ支店への積送品 69 33 8 商品・・・・・・・・・・・ 1，209 89 
22 チャールストン第２会社への
積送品・・・・・・・・・・・ 
 
321 
 
48 
9 損益・・・・・・・・・・・・ 5，960 65 
〃 ペンシルベニア生命保険証券 160 〃 
 To Thomas Blanchard，・・ 9，692 88 14 ニューオリーンズへの積送品 197 78 
 〃 C. C. Marsh・・・・・・・・ 
・・・・ 
9，692 89 〃 ポルトープランスへの積送品 
1，890 44 
〃 ボストンへの積送品・・・・ 600 〃 
 
 
 ・ 
     ・ 
        ・ 
 
 
 
 
15 積送品売上・・・・・・・・ 7，620 14 
20 ニューオリーンズからリバプー
ル第３会社への積送品・・・ 767 55 
             ・ 
 
 〃 ニューヨークへの積送品・・・ 1，236 62 
  
$21，220 
82   
$21，220 
82 
(出典：Marsh1850b，51 より抜粋。日本語訳は著者による。) 
 
２．３ Marshの複式簿記における利益計算構造 
 Marsh は，財産債務残高一覧表の借方と貸方の差額は，決算日の企業の価値の金額もし
くは純資産を示しており，収益費用残高一覧表では，期首から決算日までの損益を示して
いると説明している(Marsh1850b，51)。これは，Marsh(1850b)に限らず，Marsh(1831)
ならびに Marsh(1851)以降の版においても同様である。 
 そして，Marsh(1859b)では，資産負債残高一覧表と収益費用残高一覧表の作成の後，残
高一覧表の検証として，期末資本の 2重計算を行っていたが，Marsh(1850bb)においては，
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財産債務残高一覧表と収益費用残高一覧表が作成されるのみで，残高一覧表の検証は行わ
れていない。 
 すなわち，期末資本を 2 重に計算するという利益計算構造は，1850 年の段階ではまだ
確立されていなかったことがうかがえる。1851 年から 1857 年の間に出版された Marsh
の著作においても，Marsh(1850b)と同様，期末資本の 2 重計算はなされておらず，期末
資本の 2 重計算は Marsh(1859b)以降において行われている。 
 
Ⅲ 小括 
 
 本稿では，C. C. Marsh の著作を手がかりとして，1850 年代に複式簿記を通して計算さ
れた利益計算構造の特徴とその変遷を考察した。 
Marsh の複式簿記に関する簿記書では，残高一覧表として財産債務残高一覧表と収益費
用残高一覧表の 2表を作成している。 
財産債務残高一覧表では，借方に資産項目，貸方に負債項目を記載し，この差額は決算
日における企業の価値の金額もしくは正味資本と説明している(Marsh1850b，51)。 
また，収益費用残高一覧表では，貸方に収益項目，借方に費用項目を記載し，その貸借
差額は期首から決算日までの損益である。 
 そして，1859 年以降の版では，収益費用残高一覧表後に，残高一覧表の検証として，期
首資本の合計額に収益費用残高一覧表で示された当期利益を加算して期末資本の合計額が
計算されていることが行われていることが明らかになった。 
これは，資産負債残高一覧表で求めた期末資本と，期首資本と収益費用残高一覧表の合
計金額を照らし合わせるという目的で行われており，残高一覧表において期末資本の 2 重
計算が行われていることになる。 
当時の米国は，鉄道業の発展と証券市場の活況により産業革命が順調に進行していたが，
やがてコールローン担保用鉄道証券価格の急落を原因とするオハイオ生命保険信託会社の
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破産を契機に 1857 年には恐慌が起こった。このような背景の下，残高一覧表において企
業の資本の安定を示すため，期末資本が注目されてきたと推測される。 
この期末資本の 2 重計算は，Bryant & Stratton(1871)や福澤(1874)，森田(1896)など，
わが国及び米国にて出版された簿記書のように，1870 年代から 1890 年代に至るまで行わ
れることとなったのである。 
 
(1)  本章における「期末資本の 2 重計算」の「2重」とは，「1 組の残高一覧表において，
2箇所で別々の計算方法によって行われていること」を指している。 
(2)  この点について，神戸大学の中野常男氏より極めて有用なご指摘を受けた。感謝申
し上げる。 
(3)  Marsh(1859b)では，設例として 71 の取引例を挙げ，日記帳及び日用帳への記入方
法を説明している。 
(4)  わが国で 1876 年(明治 9年)に小林儀秀によって翻訳された『馬耳蘇氏複式記簿法』
では，19 世紀にわが国で使用されていた帳簿の和名と照らし合わせて，“Balances of our 
Assets and Liabilities.”を「本財并借財残金」，“Balances of our Profits and Losses.”を
「利潤損耗残金」と訳し，この 2 表を合わせた“BALANCE SHEET.”を「正算表」と訳
している(小林 1876，巻上 67‐68 頁)。 
(5)  本章において筆者が検討した Marsh(1859)は，1858 年に改訂増補されており，序文
(PREFACE.)の日付は「1858 年 10 月 1 日」(Marsh1859，8)と記されている。この
Marsh(1859)は，1860 年版と全く同じ内容である。しかし，1858 年に出版された版につ
いては，入手及び閲覧等ができず未確認である。この点については，今後の課題としたい。 
 なお，久野(1985)の第 8 章では，1858 年版を取り上げている。久野氏は，注(6)におい
て「筆者が検討した 1858 年版と 1860 年版は内容がまったく同一である。」(久野 1985，
254)と記している。久野(1985)では，Marshが 1858年版で示した “Balances of our Assets 
and Liabilities.”と“Balances of our Profits and Losses.”を示しており，この 2表は本
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稿で取り上げた Marsh(1859)と同一の内容である(久野 1985，248‐249；Marsh1859，
50‐51)。 
(6)  この点について，一橋大学名誉教授の新田忠誓氏より極めて有用なご指摘を受けた。
感謝申し上げる。 
(7)  この点について，青山学院大学の佐藤靖氏より極めて有用なご指摘を受けた。感謝
申し上げる。 
(8)  このように，「この時代は，いわゆる『資本主理論』の時代であるが，現代の感覚と
は異なり，『資産負債対照表』などにおいて資産と負債を対照することにより期末資本を算
定し，それと共に損益勘定を介して計算した当期純利益と期首資本を足して算定された期
末資本とを対照させることを重視することによって，『資本主持分』の重要性を認識させる
叙述が多かった。」(木戸田 2012，11)とされる。 
(9)  この試算表は，決算整理前試算表である。 
(10)  現代の貸借対照表に相当する表を，Marsh(1859b)では“Balances of our Assets 
and Liabilities.”と名付けているが，Marsh(1850b)では“Balance of our Property and 
Debts.”と名付けている。両者を区別するために，本章では前者を「資産負債残高一覧表」
と，後者を「財産債務残高一覧表」と名付けている。一方，現代の損益計算書に相当する
表については，どちらも“Balances of our Profits and Losses.”である。 
(11)  Marsh(1850b)では，設例として 70の取引例を挙げており，日記帳及び日用帳への
記入方法を説明している。なお，Marsh(1859b)で挙げられている設例とは，金額等の違い
が見られる。  
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(資料 2) Marsh(1850b)における帳簿の記入例 
 
①  日用帳(Day-Book) 
 
PHILADELPHIA,JANUARY 5, 1829. 
    
1 
Thomas Blanchard and Christ. C. Marsh, having as per articles of 
agreement, dated 1st inst., enteredinto partnership; advance the 
following capital: 
                 Thos. Blanchard advances 
Cash, deposited in N. America Bank,・・・・・・$26,000 00 
Notes, in his favor, as per Bill Book,・・・・・・ 2,000 00 
 
 
      $28,000 00 
 
C. C. Marsh advances 
Cash, deposited in U. S. Bank,・・・・・・・・$12,000 00 
Hardware, as per Invoice Book,・・・・・・・・ 3,125 00 
Notes, in his favor, as per Bill Book,・・・・・・ 2,670 00 
Chas. Lawrence, balance of Account,・・・・・・  140 00 
    Amounting to・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 
 
 
17,935 
 
 
 
 
 
00 
  $ 45,935 00 
 “   
         
(出典：Marsh1850b，57 より一部抜粋。) 
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② 日記帳(Journal) 
PHILADELPHIA,JANUARY 5, 1829. 
     
  8 Merchandise   Dr.    To Sundries.   
 11    To harles Lawrence,・・・・・・・・・$140 00   
  5   “ Bills Receivable,・・・・・・・・・1,000 00   
  3    “ Cash,・・・・・・・・・・・・・・ 100 00 $1,240 00 
 
 
13 
 
 
 
(出典：Marsh1850b，85 より一部抜粋。) 
 
③大帳(Leger) 
(左ページ) 
    1       DR.                    THOMAS 
1829      
January 5 To Bills Payable・・・・・・・・・・・・ 1 $1,080 00 
April 15 “ Sundries・・・・・・・・・・・・・ 7 543 20 
June 3 “    “  ・・・・・・・・・・・・・ 10 4,622 22 
July 4 “ To Balance・・・・・・・・・・・・・・ 14 31,731 73 
    37,997 15 
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(右ページ) 
     BLANCHARD                CR.        1 
1829      
January 5 By Sundries・・・・・・・・・・・・ 1 $28,000 00 
July 4 “ Interest.・・・・・・・・・・・・・ 13 304 27 
“ “ “ Profit and Loss・・・・・・・・・・・・・ 14 9,692 88 
      
    37,997 15 
        
      
      
(出典：Marsh1850b，102‐103 より一部抜粋。) 
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④金銀出納帳(Cash-Book) 
(左ページ) 
DR.                       CASH 
1829.     
January  5 To Thomas Blancard, received of him as 
capital・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
$26,000 00 
  “ “ “ C. C. Marsh, received of him as capital・・ 12,000 00 
  “ 12 “ Hardware, received of S. H. Lovell for bill of 
this date・・・・・・・・・・・・・・ 
125 00 
 “ 19 “  Oliver Otis & Co., received of them on 
acct.・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1,000 00 
 “ “ “ Hardware, received of sundry persons for bills 
of this date・・・・・・・・・・・・ 
250 00 
 “ 22 “ James Truman, received of him for loan of 17th 
inst・・・・・・・・・・・・・・・ 
1,000 00 
 “ 24 “ Hardware, received of sundry persons for bills 
of this date・・・・・・・・・・・・ 
160 00 
     
     
   40,535 00 
January 30 Balance on hand・・・・・・・・・・・・ $33,140 00 
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(右ページ) 
JANUARY―FEBRUARY         CR. 
1829.     
January  7 By Store Fixtures, paid W. Wharton’s 
bill・・・・・・・・・・・・・・・・・・ $300 00 
“ 
15 “ Hardware, paid Rogers & Brothers for bill of 
this date・・・・・・・・・・・・・・・・ 800 00 
“ 
16 “Rice, paid C. Barnard part of bill of $3,200 
00・・・・・・・・・・・・・・・ 2,000 00 
“ 
“ “ Store Expenses, paid Hyde & Co.’s bill of 
Stationary・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 00 
“ 17 “James Truman, paid him as a loan・・・・・・・・・・・・ 1,000 00 
“ 
28 “ Bills Receivable, paid J. Truman as a loan on 
his Note No.6・・・・・・・・・・・・・・・ 2,000 00 
“ 
30 “ Bills Payable, paid our Note No.2 in favour T. 
P. Cope & Sons・・・・・・・・・・・・ 1,230 00 
“ 
“ “ Store Expenses, paid jas. Stephens, Clerk, in 
full to date・・・・・・・・・・・・・・・ 30 00 
  “ Balance on hand・・・・・・・・・・・・ 33,140 00 
   40,535 00 
February 2 By Bills Payable, paid balance of our Note No.1, 
favour H. Austin for $1,080・・・・・・ 525 32 
     
(出典：Marsh1850b，148‐149 より一部抜粋。) 
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⑤送状控帳(Invoice-Book) 
Inventory of Hardware advanced by C. C. Marsh into the concern of Blanchard & 
Marsh. 
  
20 doz. Snyder ’s Shovels,．．．．．．．．．．．$7 50    $150 00 
 
 
 
 
 
 20 “  Spades, ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 7 50     150 00    
 50 boxes Derby Scythe Stones, ．．．．． 3 25     162 50  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
40 doz. Wilson’s Grass Scythes, ．．．．12 00     480 00 
20 “    “    Corn    “  ．．．．．．13 00     260 00 
60 Porter’s Patent Balances, ．．．．．．．10 00     600 00 
200 doz. common Curry-Combs,．．．．．．．  62⅟₂   125 00 
  25 gro. Allison’s Tutania Table Spoons, 5 00     125 00 
 10 “  Allison’s Tutania Tea Spoons,  2 00      20 00 
 20 Roland’s 6 feet Mill Saws, ．．．．．．．．4 75      95 00 
 20 “      6⅟₂“ Cross-Cut Saws, ．．3 00      60 00 
 30 doz. Duff ’s Razor Straps, ．．．．．．．．．2 00     60 00 
100 pr. Lewis’s Waffle Irons, ．．．．．．．．．． 62⅟₂    62 50 
 50 doz. Patent offee Mills, ．．．．．．．．．．．5 00    250 00 
2000 qrs. Can’s Steel Augers, ．．．．．．．．．．   6    120 00 
  20 doz Collins’s Kentucky Axes,．．．．．．．20 00   400 00 
   1⅟₂ reams Hardware Paper, ．．．．．．．．．          5 00   
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      Philada. January 1st, 1829. 
              (Signed)                   C. C. MARSH. 
 
 
$3,125 
 
 
 
00 
 
  
 
 
 (出典：Marsh1850b，152 より一部抜粋。) 
 
⑥売物帳(Sale-Book) 
PHILADELPHIA, January―FEBRUARY,1829. 
     
Jan.  8 Sold to Paul Harris, at sixty days credit, viz:   
     20 doz. common Curry-Combs, at 68 cts.   $136 00 
  10 gro. Allison’s Tutania Tea Spoons, $2 12   21 20 
  30 doz. Duff ’s Razor Straps,・・・・ $2 12   63 60 
1000 qrs. Can’s Steel Augers, ・・・・     7   70 00 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
$325 
  
 
00 
  
 
(出典：Marsh1850b，156 より一部抜粋。) 
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⑦下受売物帳(Commission-Sales-Book) 
(左ページ) 
DR.     Sales of Oranges, Olives, and Lemons; 
1829.      
March  3 To Cash Paid duty, freight, and 
primage,・・・・・・・・・・・・・ 
$448 00 
 
 
 “ “ “ “  “   Cartage, &c・・・・・・   12 00   
 “ 
 
“ 
 
 
 
 
 
$460 
 
00 
 
 
 (右ページ) 
Sold by order, and at the risk of Joseph De Nones, Cadiz,     CR.   1 
1829.      
March  3 By Cash, Sold to Sundries, viz: 
     100 boxes Lemons, at 38,・・・・・ 
 
$300 00 
 
 
 “ “ 52  “   Oranges,“ 3,・・・・・  156 00   
 “ 
 
“ 
 
 
 
 
 
$456 
 
00 
 
                                    
(出典：Marsh1850b，160‐161 より一部抜粋。) 
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⑧-1手形帳 (Bill-Book: BILLS RECEIVABLE.) 
 (左ページ) 
                                           BILLS  
No. Drawn at Date. Drawn by On whom. 
  1829.   
 1 
 2 
Philda. 
Boston 
January 4 
 “     2 
Christopher Barnard・・ 
Perkins & Co・・・・・ 
・ ・・・・・・ 
Oliver Otis & Co.・ 
 
 
 (右ページ) 
RECEIVABLE. 
Whose favor. Time. Due. Amount. DAY-BOOK. Paid. 
  1836.   1829.  
Thos. Blanchard. 
C. C. Marsh・・・ 
90 days. 
60 “ 
April  7 
March 5 
$2,000 
 2,670 
00 
00 
January 5 
 “      5 
Renewed 
March 5 
(出典：Marsh1850b，166‐167 より一部抜粋。) 
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⑧-2 手形帳(Bill-Book: BILLS PAYABLE.) 
 (左ページ) 
                                           BILLS  
No. Drawn at Date. Drawn by On whom. 
  1828   
 1 
 2 
 
 3 
Boston 
Philada. 
 
 “ 
Dec.     25 
October  27 
1829 
January 16 
Joseph Eaton & Co. 
C. C. Marsh 
 
Blanchard & Marsh 
Thos. Banchard・・ 
・ ・・・・・・・・ 
 
・・・・・・・・・ 
 
 (右ページ) 
PAYABLE. 
Whose favor. Time. Due. Amount. DAY-BOOK. PAID. 
  1829.     
Henry Austin・・・・・ 
Thos. P. Cope & Sons・ 
 
Rogers & Brothers・・・ 
60 days. 
90  “ 
 
90  “ 
Feb. 28 
Jan. 30 
 
April 19 
$1,080 
 1,280 
 
 2,000 
00 
00 
 
00 
Jan.    5 
“      5 
 
“      5 
Feb.   2 
Jan.  30 
 
Mar.  23 
(出典：Marsh1850b，168‐169 より一部抜粋。)
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第４章 まとめ 
 
本論文の課題は，Marsh(1850a)及びMarsh(1850b)をはじめとする C. C. Marsh の一連
の著作を手がかりとして，Marsh の単式簿記及び複式簿記における会計的認識と測定の構
造を明らかにすることにより，企業会計を支えている簿記構造の特色を明らかにすること
である。 
近年の企業会計の国際的調和化の潮流の影響で，わが国でも制度化されたキャッシュ・
フロー計算書や株主資本等変動計算書などの新たな財務諸表により，従来よりも多くの会
計情報が提供されるようになった。しかし，これらの財務諸表の相互関係が，誘導法に基
づく現行の企業会計の測定構造の中で，首尾一貫した論理で説明されているかということ
については，問題があるように思われる。このような状況は，「複式簿記の機構に支えられ
た企業会計」とは何かについて，複式簿記システムで作成される会計情報の意味について，
そして何より複式簿記とは何かについて，我々に再考を求めているように思われる。 
そこで，本論文においては，C. C. Marsh の一連の著作を手がかりとして，Marsh の単
式簿記及び複式簿記における会計的認識と測定の構造を明らかにすることにより，企業会
計を支えている簿記構造の特色を明らかにした。 
Marsh(1871a)及び Marsh(1871b)は明治初期に学制の下，小林儀秀によって翻訳され，
小中学校で教科書として採用された。しかし，Marsh の記帳方法がわが国の企業及び商店
に定着することはなかった。したがって，Marsh の著書の意義は，一般の人や企業の会計
慣行にどれだけ影響を与えたかということではかることはできない。しかし，当時の企業
及び商店では各企業及び各商店独自の記帳方法が行われており，当時のわが国には共通の
会計実務というのは存在しない。 
簿記教育とは，どれだけ広く一般の人に会計慣行を根付かせるかということであると思
われる。Marsh の著書の意義は，どれだけ多くの人に Marsh の考えが広められたのかと
いう努力や，その後わが国で Marsh のテキストに続く形でどれだけ多くのテキストが出
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版されたのかという貢献度ではかられるように思われる。当時の文部省が作成した簿記教
科書は事実上 1 つの会計慣行ということができ，その特徴は原著である Marsh の著書に
まで遡らなければ明らかにすることはできないように思われる。 
 これまでの研究においては，Marsh の単式簿記及び複式簿記に関する著書に関しては，
小林(1875)及び小林(1876)の底本となったMarsh(1871a)及びMarsh(1871b)を取り上げた
ものが多かった。それらの多くでは，小林 (1875)及び小林 (1876)の出版の経緯や，
Marsh(1871a)及び Marsh(1871b)または小林(1875)及び小林(1876)で説明されている帳簿
や決算書の内容について述べられているものの，Marsh の会計的認識及び測定の構造につ
いてはあまり解明されていないように思われる。 
 本論文では，これまであまり取り上げられてこなかった Marsh(1850a)及び
Marsh(1850b)を考察の中心とし，さらに Marsh(1850a)及び Marsh(1850b)内の設例にお
ける 1つ 1つの取引まで詳細に検討している。Marsh の一連の著作における記帳方法の変
遷を通して，当時のアメリカの経済状況等と照らし合わせ，当時のアメリカの会計情報利
用者のニーズがいかなるものであったかを明らかにしていった。 
 ここで，各章の概要を示したい。 
第 2 章では，本章では，複式簿記の特徴について考察する手がかりを得るため，
Marsh(1850a)をはじめとする一連の Marsh の著作を取り上げた。その中で，単式簿記に
おける会計的認識と測定の構造を明らかにすることにより，単式簿記の特色を考察した。
さらに，Marsh の一連の著作における，単式簿記の計算構造を比較することにより，複式
簿記の構造と機能の特色をも検討した。 
まず，第Ⅰ項においては，問題意識として，近年の企業会計の国際的調和化の潮流の影
響により貸借対照表や損益計算書に加え，誘導法によって作成されないキャッシュ・フロ
ー計算書や株主資本等変動計算書などの財務諸表が新たに制度化されつつある状況におい
て，複式簿記について改めて考える必要があることを述べた。そのため，本項では
Marsh(1850a)をはじめとする一連の Marsh の著作を取り上げ，複式簿記との比較により
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単式簿記の特徴を考察した。そこでは，先行研究において解明されていないように思われ
るMarsh の会計的認識及び測定の構造に着目した。 
第Ⅱ項においては，Marsh(1850a)で紹介されている仕訳例を取り上げることにより，単
式簿記の認識方法について検討した。 
 そこで明らかになったのは，単式簿記においても，複式簿記と同様に，1 つの経済事象
を 2 重分類的複式の様式で認識・測定し，2 面記帳していることである。ただし，記録に
ついては全ての経済事象が 2 面的になされているわけではない。 
設例のように，経営規模の大きくないにもかかわらず，小売販売においては厳密な記録
がなされていないという，記録の非網羅性が見られる。当時の単式簿記を利用する利害関
係者は，全ての取引を詳細に網羅的に記録し，期末において会計情報を詳細に把握しよう
とする情報開示要求は持っていなかった。むしろ，当時の会計情報利用者が最も必要とす
る情報のみを簡略的な方法で，当時の利害関係者が最も必要としている情報を提供される
ことを複式簿記の構造に求めていたということができるであろう。また，設備の代金及び
荷馬車による運賃を支払った場合(TRANSACTION 5)で見られるように，費用の把握はな
されておらず，流出した金額のみが記入されている。 
このように，Marsh の単式簿記理論では，基本的に重要項目については総額情報が作成
されているにもかかわらず，近代会計で最も重視されている収益・費用に関する会計情報
が欠落している，という注目すべき特質を有している。 
第Ⅲ項では，本財及借財正算表の内容と，本財及借財正算表における利益計算について
検討した。 
  利益計算については，Marsh(1850a)の「貸借対照表：資産と負債，及び営業の純利益
を示して」と題される章において，「商売ノ損益計算之法」を叙述している。まず，本財及
借財正算表」の貸借差額である，期末元金と期首元金の差額から差引正味利潤を求めてい
る(Marsh1850a，30‐31；Marsh1871a，36‐37；小林 1875，巻之上三十七‐三十八)。
さらに私的な費用の支払いのために店の現金から支払った金額を加減して，一会計期間で
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ある直近 3ヶ月の営業に関する差引正味利潤を計算している。ここから，一会計期間の営
業による成果を把握したいという試みが見られる。 
しかし，Marsh(1871a)では差引正味利潤の計算方法が変更し，まず，期末元金に私的な
費用の支払いのために店の現金から支払った金額を加減して，いったん合計額を求めてい
る。これは，本来期末に店にあるべき金額である。ここから，期首元金を差し引いて，差
引正味利潤を求めている。ここではさらに，差引正味利潤が計算された後，これを商人に
配分される金額を記載している。 
Marsh(1850a)から Marsh(1871a)にかけての利益計算の変遷を見ると，一会計期間の営
業による成果から商人への配当金へと会計情報利用者の関心が移っていることがわかる。
また，Marsh(1850a)及び Marsh(1871a)では，借入金を期末までに全額返済しているため，
本財及借財正算表に他人資本である借入金が記載されてはいないが，期末時点で未返済の
借入金があった場合自己資本は他人資本と合わせて運用されていたであろうことが推測さ
れる。これは企業体理論の萌芽と見ることができると思われる。 
最後に，以上の考察を踏まえて，Marsh の著作の翻訳である『馬耳蘇氏記簿法』がわが
国の簿記の発達史において果たした役割を明らかにした。 
 Marsh(1850a)によれば，当時の米国では，単式簿記は不完全さを有しているにもかかわ
らず，その実用性と単式簿記システムの改良により，複式簿記よりも多く用いられていた。
Marsh は，単式簿記の利用者として，複式簿記を習得する時間のない者や，仕事で複式簿
記を必要としない者，複式簿記を学ぶには年齢的にまだ早いもの，そして複式簿記を勉強
する準備段階とする者を挙げている(Marsh1850a，ⅳ)。 
 わが国において，Marsh の著書は，明治初期の学制の下，簿記を学ぼうとする初学者の
ために出版された。これは，Marsh の著書の対象が，複式簿記を学ぶには年齢的にまだ早
いもの，そして複式簿記を勉強する準備段階とする者であるために，わが国の教科書の原
本に選ばれたと推測される。 
 この著書の内容に目を向けるならば，本章のこれまでの考察で見たように，単式簿記は
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1 つの取引を 2 重分類的複式により認識しており，この点は複式簿記と同様である。すな
わち，Marsh による単式簿記と複式簿記は，記録の方法において異なるものの，それらの
認識方法は同じであるということができる。米国と同様に，当時の日本の企業は大規模な
株式会社よりも中小規模の個人企業が多く，したがって米国の状況を見てわが国の諸先学
は単式簿記が最も有用であると考えたと推測される。すなわち，明治初期のわが国では，
単式簿記を，複式簿記の簡略システムとして位置づけていたと考えられる。 
企業会計では，単式簿記・複式簿記のいずれにおいても，会計測定者は経済事象を 2重
分類的に認識・測定して会計記録を作っていく。また，このような基本的な構造は堅持し
つつも，資本主義経済の発達の程度，もしくは会計情報利用者の要請により，企業会計シ
ステムは柔軟に変化していく。Marsh の単式簿記と複式簿記の理論は，このような企業会
計の特質を明快に描き出しているものであり，現代会計のさまざまな問題を考察する際に，
解決のための大きな手がかりを与えてくれる。 
第 3 章では，C. C. Marsh の複式簿記に関する著作を手かがりとして，1850年代以降の
米国における，期末資本の 2 重計算構造が確立されるまでの変遷とその特徴や意義を明ら
かにした。 
Marsh の複式簿記に関する簿記書では，残高一覧表として財産債務残高一覧表と収益費
用残高一覧表の 2表を作成している。 
財産債務残高一覧表では，借方に資産項目，貸方に負債項目を記載し，この差額は決算
日における企業の価値の金額もしくは正味資本と説明している(Marsh1850b,51)。 
また，収益費用残高一覧表では，貸方に収益項目，借方に費用項目を記載し，その貸借
差額は期首から決算日までの損益である。 
 Marsh の複式簿記に関する著作では，1859 年以降の版より，現在の貸借対照表に相当
する「資産負債残高一覧表(Balances of our Assets and Liabilities)」において，資産マイ
ナス負債により計算される「期末資本」が重視されている。そして，現在の損益計算書に
相当する「収益費用残高一覧表(Balances of our Profits and Losses)」では，収益マイナ
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ス費用により当期純利益(Net Gain)が計算され，さらに，この当期純利益に期首資本を加
算して「期末資本」を求め，「期末資本」の 2 重計算による計算の確認がなされている。 
しかし，それ以前の版では，「資産負債残高一覧表」では期末資本を，「収益費用残高一
覧表」で当期純利益を求めているのみであり，何らかの計算要素の 2 重計算は行われてい
ない。すなわち，前者では当期純利益は求めておらず，両者は非連携に留まっている。 
これは，資産負債残高一覧表で求めた期末資本と，期首資本と収益費用残高一覧表の合
計金額を照らし合わせるという目的で行われており，残高一覧表において期末資本の 2 重
計算が行われていることになる。 
 先行研究によると，Bryant & Stratton や福澤諭吉，森田熊太郎などによる，1870 年代
以降に米国及びわが国で出版された複式簿記に関する多くの著作では，期末資本の 2重計
算が行われていたことが明らかになっている(木戸田 2012，園 2012)。Marsh の一連の著
作は，このような期末資本の 2重計算の確立の過程を示すものと理解される。 
当時の米国は，鉄道業の発展と証券市場の活況により産業革命が順調に進行していたが，
やがてコールローン担保用鉄道証券価格の急落を原因とするオハイオ生命保険信託会社の
破産を契機に 1857 年には恐慌が起こった。このような背景の下，会計情報利用者の信頼
を得るためにいかにして正確な財務諸表を作成するために，期末資本が注目されてきたと
推測される。 
 最後に，今後の課題として，Marsh による認識と測定及び記帳方法に着目しつつ，帳簿
組織の特徴を明らかにしていきたい。さらに，同時期の他の著者による著作や 19 世紀末
以降の著作をも手がかりとしながら，利益計算方法がどのように変化したのか，また当時
の時代背景と照らし合わせて，その利益計算の意味について検討している必要があると思
われる。その中で，さらに複式簿記の構造や機能を明らかにしていきたい。 
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